
たくさんの方に燈籠祭を楽しんでい
ただきありがとうございました。
皆様の祈りが届きますように。

しんでいい
した。
に。

・避難の準備は万全ですか？・避難の準備は万全ですか？・避難の準備は万全ですか？
・6 月議会定例会・6 月議会定例会・6 月議会定例会
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避難の準備は万全ですか？

　命を守るための備え

　災害はいつどこで起こるかわかりません。
　学校や会社、通勤途中など災害は時と場所を選んではくれません。
　さまざまな状況を想定し、どんな状況で起きても対応できる知識と備えが必要です。
　家族、自分の命を守るためにも、まずは身の周りから災害に備える準備を始めてください。
　紀北町でも巨大な地震がいつ起きてもおかしくない状況です。また近年、大雨などによる水害
発生のリスクも高くなりつつあるといわれています。
　災害発生時には、家屋の倒壊や火災、道路の陥没や車の故障などにより、避難場所へ移動する
ことも困難になると想定されます。
　避難時に必要なヘルメット、懐中電灯、防災行政無線戸別受信機、非常持ち出し袋などを玄関
や勝手口などの避難経路にあらかじめ準備してください。また、避難路や避難場所など複数を想
定し、家庭内であらかじめ決めておく必要があります。

　災害時は街灯などが消

える可能性が高いので、

夜道を照らす必需品。

防災行政無線戸別受信機
　災害発生情報や避難情報など

たいせつな情報を得る必需品。

　肩に掛けて持ち運ぶことがで

きます。

運動靴
　がれきの上などを歩く場合

があるので、スニーカーなど

底の厚い安定した靴を履いて

ください。

非常持ち出し袋
　避難所などでの生活に欠

かせない物を常備して、玄

関など分かりやすい場所に

置いてください。

懐中電灯

ヘルメット
　頭上からの落下物や転

倒時に頭を守る必需品。

　防災行政無線戸別受信機や懐中電灯など

の、電池切れや液漏れ、電球が切れていな

いかなど点検してください。
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救急セット 防塵マスクラジオ 飲料水・食料品

簡易トイレ

トイレットペーパー

マッチ・ライタータオル

乾電池新聞紙

呼び笛

缶切り【【できれば準備したい・あれば便利なもの】

◆貴重品

　現金、預金通帳、携帯電話、健康保険証のコピーなど現金、預金通帳、携帯電話、健康保険証のコピーなど

◆日用品

　衣類、毛布、常備薬、ポリ袋、軍手、歯磨きセット、ティッシュペーパー、筆記用具、布製ガムテープ、衣類、毛布、常備薬、ポリ袋、軍手、歯磨きセット、ティッシュペーパー、筆記用具、布製ガムテープ、

ロープ、生理用品、乳児用ミルク、哺乳瓶、紙オムツ、食品包装用ラップ、ペット用品など　ロープ、生理用品、乳児用ミルク、哺乳瓶、紙オムツ、食品包装用ラップ、ペット用品など　

【非常持ち出し品】

　非常持ち出し品は、家族構成にあわせて必要最小限度　非常持ち出し品は、家族構成にあわせて必要最小限度

に絞り込み、非常持ち出し袋（リュック）などに入れてに絞り込み、非常持ち出し袋（リュック）などに入れて

おきましょう。重さは、成人男性 15 キログラム、成人女おきましょう。重さは、成人男性 15 キログラム、成人女

性 10 キログラムが目安です。性 10 キログラムが目安です。

　被災後は、救援活動が受けられるまでの食料品や飲料　被災後は、救援活動が受けられるまでの食料品や飲料

水が必要です。１人あたり最低３日分、できれば 1週間水が必要です。１人あたり最低３日分、できれば 1週間

分は備蓄してください。分は備蓄してください。

　個人・世帯により持ち出し品は違ってきますので、家　個人・世帯により持ち出し品は違ってきますので、家

庭内で話し合って決めてください。庭内で話し合って決めてください。

非常持ち出し品は万全ですか？

避難情報はご存知ですか？
　襲ってくるさまざまな自然災害には人の力だけでは立ち向かえません。避難が必要と判断された場合は下記のとおり　襲ってくるさまざまな自然災害には人の力だけでは立ち向かえません。避難が必要と判断された場合は下記のとおり

避難情報を発令しますので、できるだけ早く、自らの生命を守るための行動をとってください。避難情報を発令しますので、できるだけ早く、自らの生命を守るための行動をとってください。

避難準備情報 避難勧告 避難指示

色が濃くなるほど危険が迫っています！色が濃くなるほど危険が迫っています！

発令時の状況
災害時要援護者など、特に避難に時間
を要する方が避難行動を開始しなけれ
ばならない段階であり、人的被害の発
生する可能性が高まった状況

発令時の状況
災害時要援護者など、特に避難に時間
を要する方が避難行動を開始しなけれ
ばならない段階であり、人的被害の発
生する可能性が高まった状況

とるべき行動
災害時要援護者など、特に避難に時間
を要する方は、計画された避難所への
避難行動を開始（避難支援者は支援行
動を開始）してください。その他の方は、
家族などとの連絡、非常持ち出し品の
用意など、避難準備を開始してくださ
い。

とるべき行動
災害時要援護者など、特に避難に時間
を要する方は、計画された避難所への
避難行動を開始（避難支援者は支援行
動を開始）してください。その他の方は、
家族などとの連絡、非常持ち出し品の
用意など、避難準備を開始してくださ
い。

発令時の状況
通常の避難行動が可能な方が避難行動
を開始しなければならない段階であり、
人的被害の発生する可能性が明らかに
高まった状況

発令時の状況
通常の避難行動が可能な方が避難行動
を開始しなければならない段階であり、
人的被害の発生する可能性が明らかに
高まった状況

とるべき行動
通常の避難行動が可能な方は、計画さ
れた避難所への避難行動を開始してく
ださい。

とるべき行動
通常の避難行動が可能な方は、計画さ
れた避難所への避難行動を開始してく
ださい。

発令時の状況
前兆現象の発生や切迫した状況にあ
り、堤防の隣接地など、地域の特性な
どから人的被害の発生する危険性が非
常に高いと判断された状況。または、
人的被害が発生した状況

とるべき行動
避難中の方、避難準備段階の方はた
だちに避難を完了してください。ま
た、未だ避難していない方は、ただ
ちに避難行動をとってください。避
難できる状況にない場合は生命を守
る最善の行動をとってください。

　この他に、気象庁が発表する注意報・警報に十分注意し、特に「数十年に 1度しかないような非常に危険な状況」と

判断された場合は、「特別警報」が発表されます。この「特別警報」が発表された場合は、町からの上記の避難指示など

の情報を待たず、ただちに避難を完了するなど、生命を守るための最善の行動をとってください。

※特別警報の発表基準などは気象庁のホームページで確認できます。(URL  http://www.jma.go.jp/jma/index.html)
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樋
口　
泰
生 

議
員

高
速
道
路
開
通
に
伴
う

東
紀
州
玄
関
口
の
安
全

と
安
心
に
つ
い
て

問
　

①
高
速
道
路
の
開
通
の
意

義
、
重
要
性
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

②
紀
勢
自
動
車
道
と
国
道
４
２
２
号

の
接
点
部
分
に
、
一
時
避
難
場
所
を

設
置
す
る
予
定
と
以
前
に
お
聞
き
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

③
国
道
４
２
２
号
と
県
道
の
交
わ
る

場
所
へ
の
信
号
機
設
置
の
予
定
に
つ

い
て
、い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

④
紀
伊
長
島
区
山
本
地
区
及
び
井
ノ

島
地
区
の
水
系
、
雨
水
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
の
状
況
を
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
水
路
等
の

流
量
が
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
も
多
い

こ
と
か
ら
、
全
水
系
の
調
査
を
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

答　
町
長　
①
高
速
道
路
の

開
通
は
、
町
民
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
守
る
命
の
道
と
し
て
、

ま
た
産
業
振
興
の
面
か
ら
も
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
い

将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
の
避
難

場
所
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

民
の
命
を
守
る「
命
の
道
」
と
し
て

重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

②
一
時
避
難
場
所
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
面
積
が
約
５
，
０
０
０
㎡
で
、

海
抜
１９
ｍ
を
超
え
る
高
台
に
あ
り
、

高
速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
に
近
い
こ
と
か

ら
、
町
民
の
皆
様
の
一
時
避
難
場
所

や
物
資
の
集
積
場
所
と
し
て
、ま
た
、

災
害
時
の
情
報
発
信
や
復
旧
活
動
等

の
前
線
基
地
と
し
て
も
最
適
な
場
所

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
に

対
し
、
避
難
場
所
と
し
て
占
用
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
国
土
交
通
省
で
避
難

場
所
と
し
て
の
整
地
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

が
終
了
次
第
、
避
難
場
所
と
し
て
町

が
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
ど
う
い
う
整
備
を
行
っ

て
い
く
か
国
土
交
通
省
の
許
可
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

③
国
道
４
２
２
号
と
山
本
地
区
内
の

県
道
と
の
交
差
点
に
は
信
号
機
が
な

く
、
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
で
協
議
を
し

て
い
た
だ
き
、
信
号
機
の
設
置
を
決

定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、

県
警
本
部
の
担
当
部
署
で
設
置
工
事

の
た
め
に
手
続
き
を
進
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
設
置
時
期
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
示
せ
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
設
置

が
望
ま
れ
ま
す
の
で
、
町
と
と
も
に

尾
鷲
警
察
署
か
ら
も
担
当
部
署
に
対

し
て
、
早
急
な
設
置
を
お
願
い
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

④
国
道
４
２
２
号
イ
ン
タ
ー
線
整
備

に
伴
う
山
本
地
区
及
び
井
ノ
島
地
区

の
水
系
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査

を
実
施
し
た
県
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
と
こ
ろ
、
雨
水
流
出
量
の
増
加
量

は
、
１
分
当
た
り
３
・
６
ト
ン
と
な

り
、
山
本
地
区
の
排
水
に
対
す
る
影

響
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
井
ノ
島
地
区

に
つ
い
て
は
、
影
響
は
な
い
と
い
う

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨

水
は
、
基
本
的
に
は
排
水
機
場
に
流

れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
平
成
２４
年
度

か
ら
排
水
機
場
の
調
査
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
排
水
機
場
で
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
排
水
能
力
の

ア
ッ
プ
等
の
検
討
を
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
２５
年
度
は
、
山
本
地
区
に

つ
い
て
修
繕
料
を
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
区
は
、
雨
水
が
直
接

吸
い
込
む
面
積
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
台
風
が
来
る
と
冠
水
す
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
各

地
区
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
改
善

し
て
い
く
の
か
を
、
長
期
的
な
計
画

を
持
っ
て
進
め
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

紀
北
町
産
業
活
性
化
施

策（
商
工
業
）に
つ
い
て

問
　

①
中
小
零
細
事
業
者
へ
の

融
資
補
助
、
金
利
負
担
に
つ

い
て
、
問
い
合
わ
せ
及
び
執
行
の
実

績
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

②
紀
北
町
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
予
定
し
て
い
る
事

業
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

※議会定例会の模様は定例会実施月に、前回の定例会の一般質問の模様をおしらせしますのでご了承ください。

      6 月議会定例会は、6月 11日から21日までの11日間の会期で開催されました。

     今回の定例会では、人事案件や補正予算等の町長提出議案7件、報告3件、請願2件、発議1件

を審議しました。

　11日の開会日には、議案の提案説明及び内容説明の後、議案に対する質疑を行い、人事案件1件

を可決し、議案等を各常任委員会に付託しました。

　18日、19日は、9名の議員が一般質問を行い、最終日の21日には、付託された議案等の審査経

過と結果が各常任委員長から報告された後、質疑、討論が行われ、議案6件を可決、請願2件を不

採択とし、その後、発議案1件を否決して閉会しました。
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③
重
点
施
策
、交
流
人
口
「
２
０
０
万

人
」
に
つ
い
て
、
目
標
値
の
根
拠
及

び
目
的
、
そ
し
て
目
的
達
成
の
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま
す
。

答　
町
長　
①
マ
ル
経
資
金

と
い
わ
れ
る
融
資
を
受
け
た

方
々
に
つ
い
て
、
経
営
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
利
子
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
績

は
、
６
月
１３
日
現
在
で
１１
件
、
６
，

５
８
０
万
円
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
学
生
に
１０
日
間
程
度
、
紀
北

町
に
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
他
の
地

域
の
方
の
視
点
で
、
町
内
の
魅
力
を

発
掘
し
て
い
た
だ
き
観
光
旅
行
商
品

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

③
後
期
基
本
計
画
の
重
点
施
策
、
交

流
人
口
「
２
０
０
万
人
」
を
め
ざ

す
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
拡
大
や
世
界
遺
産

熊
野
古
道
等
の
歴
史
、
銚
子
川
等
の

自
然
を
活
用
し
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
、
１
次
産
業
と
連
携
し
た
体

験
型
・
滞
在
型
観
光
の
充
実
、
紀
北

町
の
魅
力
向
上
と
知
名
度
ア
ッ
プ
と

い
っ
た
点
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
、
こ
の

地
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
消
費
活

動
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
経
済
波
及

効
果
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
三
浦
の
地
域
振

興
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
施
設
等
も

充
実
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
紀
北
町

の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
集
客
の
底

上
げ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

  　

玉
津　
充 

議
員

交
流
人
口
「
２
０
０
万

人
」
を
め
ざ
す
、
に
ぎ

わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

問
　

①
本
町
の
交
流
人
口
の
現

状
と
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
、
初
年
度
の
結
果

と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

②
第
２４
回
全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」

の
つ
ど
い
で
、
県
及
び
本
町
が
出
資

し
た
費
用
と
、
本
町
に
お
け
る
効
果

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
、
本
町

の
現
状
と
目
標
及
び
そ
の
施
策
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

④
来
年
に
世
界
遺
産
登
録
１０
周
年
を

迎
え
る
熊
野
古
道
の
記
念
行
事
に
つ

い
て
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
交
流
人
口
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２

年
度
は
１
６
１
万
５
，
０
０
０
人
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
２４
年
度
で
は

１
４
１
万
人
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

減
少
の
原
因
と
し
ま
し
て
は
、
高
速

道
路
無
料
化
実
験
の
廃
止
、
東
日
本

大
震
災
、
紀
伊
半
島
大
水
害
の
影
響

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
２４
年

度
は
平
成
２３
年
度
に
比
べ
、
わ
ず
か

で
は
あ
り
ま
す
が
０
・
３
％
増
加
し

て
い
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め
の
施

策
で
す
が
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
拡
大
、

自
然
や
歴
史
を
活
用
し
た
観
光
の
充

実
、
第
１
次
産
業
と
連
携
し
た
体
験

型
・
滞
在
型
観
光
の
充
実
、
紀
北
の

魅
力
向
上
と
知
名
度
ア
ッ
プ
の
推

進
、
こ
の
４
つ
を
柱
に
し
て
交
流
人

口
「
２
０
０
万
人
」
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
紀
北

町
観
光
協
会
に
委
託
し
ま
し
て
、
職

員
の
雇
用
と
「
き
ほ
く
ラ
ブ
め
し
決

定
戦
」の
開
催
、Ｆ
Ｍ
三
重
で
、「
ほ
っ

と
紀
北
町
」
と
い
う
番
組
も
放
送
し

て
い
ま
す
。
平
成
２５
年
度
で
は
、
観

光
予
算
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

職
員
１
名
を
増
加
し
て
い
ま
す
し
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
た
め
、
生
涯

学
習
課
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
を
新
設

す
る
等
、交
流
人
口
「
２
０
０
万
人
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
単

年
度
ご
と
の
実
績
を
し
っ
か
り
と
分

析
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
手
法

も
検
討
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
５
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
、
三
重

県
、
本
町
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
実

行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、
全
国
か

ら
約
８
０
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
開
催
の
費
用
は
、
県
が

２
，
９
０
０
万
円
、
町
が
５
０
０
万

円
、
緑
化
関
係
団
体
が
６
０
０
万
円

の
合
計
４
，
０
０
０
万
円
が
実
行
委

員
会
の
収
入
で
す
。
支
出
は
、
式
典

費
と
し
て
３
，
９
０
０
万
円
が
イ
ベ

ン
ト
業
者
に
委
託
、
残
り
１
０
０
万

円
が
運
営
事
業
費
と
い
う
内
訳
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
補
公

園
事
業
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ホ
ー
ル
の
内
外
装
改
修
の
事
業
費

が
７
，
４
９
３
万
２
，
０
０
０
円

で
、
そ
の
内
、
町
の
負
担
割
合
が
１０

分
の
１
で
７
４
９
万
３
，
２
０
０
円

を
負
担
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会

の
負
担
金
５
０
０
万
円
、
マ
ン
ド
ロ

の
改
修
費
等
の
町
単
独
分
の
支
出

２
６
８
万
１
，
６
０
３
円
を
合
わ
せ

て
、「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い

に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
１
，

５
１
７
万
４
，
８
０
３
円
と
な
る
予

定
で
す
。
そ
の
効
果
と
し
て
は
、
皇

太
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
ま
し

て
、
全
国
各
地
よ
り
多
く
の
方
々
を

お
迎
え
し
て
、
本
町
に
お
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
、
紀

北
町
と
い
う
名
を
広
く
全
国
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
、
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
記
念
植
樹
、
皇
太
子
殿
下

が
お
歩
き
に
な
っ
た
馬
越
峠
等
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
、
観
光
振
興
等
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
本
町
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
４
ヵ
所
、
体
育

館
が
３
つ
、
武
道
館
が
１
つ
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
８
コ
ー
ト
あ
り
、
こ
れ

ら
の
施
設
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
に
取

り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
交
流

人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
現
状

と
し
て
は
、
町
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

体
育
館
に
お
い
て
、
小
・
中
・
高
・

大
学
、
一
般
の
方
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
等
を
中
心
に
、
合
宿
等
で
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
２３
年
の
宿



泊
実
績
は
、古
里
の
民
宿
等
で
約
２
，

０
０
０
泊
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
、
そ
の
実
績
を
増
加
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
現
在
、
三
重
県
と
東
紀
州
５
市
町

が
世
界
遺
産
登
録
１０
周
年
事
業
三
重

県
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今
年

１０
月
に
行
わ
れ
る
伊
勢
神
宮
式
年
遷

宮
と
合
わ
せ
、
こ
の
地
域
へ
の
集
客

の
目
玉
に
し
よ
う
と
、
事
業
内
容
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
で

は
、
熊
野
古
道
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
増
加
を
目
指
し
て
お
り
、
熊
野

古
道
を
守
る
会
の
皆
様
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
結
成
し
、
熊
野
古
道

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、本
年
度
は
、

無
料
で
語
り
部
に
よ
る
案
内
を
す
る

費
用
、
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録
１０

周
年
記
念
事
業
の
負
担
金
、
景
観
保

全
活
動
の
た
め
の
費
用
を
予
算
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
に
は
、
５

市
町
合
同
で
ミ
ニ
体
験
フ
ェ
ス
タ
的

な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
求
め
る
陳
情

を
知
事
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
熊

野
古
道
世
界
遺
産
登
録
１０
周
年
は
、

本
町
へ
の
集
客
・
誘
客
は
も
ち
ろ
ん
、

本
町
の
歴
史
・
文
化
を
町
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

お
り
、
三
重
県
や
関
係
市
町
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
効
果
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

奥
村　
仁 

議
員

犠
牲
者
「
０
」
を
め
ざ

す
、
減
災
の
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問
　

①
東
日
本
大
震
災
で
は
、

減
災
活
動
に
動
い
た
消
防
団

員
を
は
じ
め
、
多
く
の
住
民
の
尊
い

命
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
大
地
震
発
生
時
に
は
、
ど

の
よ
う
な
立
場
の
方
も
、
と
に
か
く

高
台
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
樋
門
・
水
門
等
は
閉
鎖
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
町

に
お
け
る
緊
急
時
の
樋
門
・
水
門
等

の
閉
鎖
作
業
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
樋
門
等
で
遠
隔

操
作
が
可
能
な
も
の
も
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
扱
い
に
つ

い
て
も
、
ど
の
程
度
、
住
民
の
方
が

認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
答
弁
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
浸
水
時
に
お
い
て
は
、
地
域
に
よ

り
、
避
難
す
る
高
台
へ
の
登
り
口
ま

で
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
一
方
、
古
い
町
並
み
の
中
で
は
、

地
震
後
、
倒
壊
し
て
い
る
家
屋
が
多

数
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
先

般
開
催
さ
れ
た
行
政
報
告
会
の
中

で
、
町
長
は
避
難
タ
ワ
ー
等
も
検
討

し
て
い
く
考
え
が
あ
る
と
答
弁
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
避
難
に
時
間
が
か
か

る
地
域
や
、
現
状
で
は
避
難
を
諦
め

て
し
ま
う
方
に
希
望
が
持
て
る
よ
う

な
、
大
き
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
の

考
え
が
あ
る
の
か
答
弁
を
お
願
い
し

ま
す
。

答
　

町
長　
①
町
内
の
樋
門

は
、
現
在
、
町
管
理
56
ヵ
所
、

県
管
理
１
５
４
ヵ
所
の
２
１
０
ヵ
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
管
理
の
樋
門

等
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
町
が
委
託

を
受
け
ま
し
て
、
さ
ら
に
消
防
団
に

操
作
業
務
の
委
託
を
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
お
け
る
樋
門
等
の
操
作
に

つ
い
て
も
、
消
防
団
に
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震
災
で

は
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
防

災
減
災
救
助
の
た
め
に
活
動
さ
れ
た

方
々
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

県
と
の
協
定
の
見
直
し
に
よ
り
、
平

成
２５
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
緊
急

時
の
樋
門
操
作
へ
の
出
動
基
準
を
緩

和
し
、
樋
門
操
作
が
必
要
な
場
合
で

あ
っ
て
も
、
身
の
危
険
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
避
難
行
動
を
優
先
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波

被
害
に
お
い
て
は
、
消
防
団
員
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
々
が
、自
分
の
命
、

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
避
難
行
動

を
最
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
消
防
団

員
が
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
が
、
そ

の
後
の
消
防
活
動
に
お
い
て
、
多
く

の
命
を
救
う
基
本
で
あ
る
こ
と
を
皆

が
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

消
防
団
活
動
の
限
界
と
消
防
団
員
の

避
難
ル
ー
ル
を
住
民
に
周
知
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
樋
門
等
の
閉
鎖
に
つ
い
て

は
、
自
動
的
に
閉
ま
る
と
思
わ
れ
て

い
る
節
も
あ
り
ま
す
が
、
遠
隔
操
作

に
し
て
も
、
人
の
手
に
よ
っ
て
閉
鎖

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
町
内
に

６
ヵ
所
あ
る
遠
隔
操
作
が
可
能
な
樋

門
で
も
、
現
地
に
職
員
が
行
き
、
安

全
を
確
認
し
、
ボ
タ
ン
操
作
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

②
津
波
か
ら
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
と
い
う
こ
と

で
緊
急
に
津
波
避
難
路
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
道
幅
等
が
狭
い
地

域
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
等
で
通
れ
な

い
道
が
で
き
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
津
波
の
避
難
路
マ
ッ

プ
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
、
危
険
な

建
て
物
を
避
け
る
避
難
路
を
自
分
で

考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
た
い
へ

ん
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。現
在
、い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
行
っ

て
い
る
防
災
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
避
難
路
も
１
本
で

は
な
し
に
、
２
本
、
３
本
と
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
浸
水

リ
ス
ク
の
高
い
地
域
で
は
、
避
難
タ

ワ
ー
等
の
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
大
き
な
展
開
も
持
ち
、
発
想
を

変
え
な
が
ら
、
１
人
で
も
多
く
の
方

が
助
か
る
よ
う
減
災
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
流
人
口
「
２
０
０
万

人
」
を
め
ざ
す
、
に
ぎ

わ
い
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

問
　

①
紀
勢
自
動
車
道
の
地
域

振
興
施
設
に
つ
い
て
、
こ
の

施
設
が
今
後
の
町
の
玄
関
的
な
役
割

を
担
う
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど

こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
当
た
り
前
の

施
設
で
は
な
く
、
う
わ
さ
の
施
設
に

な
る
く
ら
い
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

も
の
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は

の
つ
く
り
方
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

6
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で
す
か
。
今
一
度
考
え
直
す
と
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
を
も
っ

た
施
設
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

か
。
町
長
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答
　

町
長　
①
紀
勢
自
動
車

道
の
地
域
振
興
施
設
は
、
こ

の
地
域
な
ら
で
は
の
施
設
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
議

員
が
い
わ
れ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
休
憩
し

た
い
と
引
き
寄
せ
る
よ
う
な
効
果
の

あ
る
建
て
物
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
本
町
と
し
て
は
、
町

の
カ
ラ
ー
も
出
せ
る
よ
う
な
地
域
振

興
施
設
と
し
て
、
海
・
山
・
川
・
熊

野
古
道
と
い
っ
た
も
の
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
ま
す
。
今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
設
計
者
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
の
要
件
は

出
し
つ
つ
、
議
員
の
皆
様
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
紀
北
町
な
ら
で
は
の

も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

     　
松
永　
征
也 

議
員

地
域
保
健
活
動
の
充
実

に
つ
い
て

問
　

本
年
３
月
、「
統
計
で
み
る

三
重
の
す
が
た
」
を
県
が
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２９
あ
る
市

町
の
状
況
を
、
１
２
４
項
目
に
わ
た
り

公
表
し
た
も
の
で
す
。

　

本
町
の
疾
病
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
な
ん
と
県
下
１

位
で
あ
り
、
心
臓
病
に
よ
る
死
亡
率
は

２
位
、
脳
血
管
疾
患
に
お
い
て
も
３
位

で
す
。

　

も
と
も
と
本
町
の
医
療
費
は
常
に
県

下
で
１
位
、
２
位
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
が
、
ま
さ
に
こ
れ
を
裏
付
け
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
本
町
は

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
原

因
究
明
と
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保
健
師
、

栄
養
士
は
地
域
へ
出
向
い
て
、
町
民
と

膝
を
交
え
た
地
域
保
健
活
動
を
充
実
さ

せ
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を
町
内
全
体
に

広
め
て
い
く
方
策
を
ぜ
ひ
と
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
ご

所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
及
び
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
に
つ
い
て
も
、
合
わ

せ
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。答　

町
長　
①
ご
指
摘
の
死
亡

統
計
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
老

年
人
口
割
合
が
高
い
県
南
部
地
域
で
高

い
傾
向
が
見
ら
れ
、
原
因
に
つ
い
て
は
、

食
生
活
を
要
因
と
す
る
生
活
習
慣
病
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
各
種
検
診
を
通
し
て
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
た
い
せ
つ
だ
と
考
え
、
従
来
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
が
ん
検
診
、
各
種
検

診
の
年
間
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ

き
、
自
分
自
身
の
受
診
計
画
を
立
て
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

　

健
康
意
識
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
健

康
相
談
、
健
康
教
育
、
広
報
き
ほ
く
等

あ
ら
ゆ
る
事
業
を
通
し
て
、
健
診
の
必

要
性
や
生
活
習
慣
、
食
生
活
の
改
善
を

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
議
員
が
い
わ
れ
た
管
理
栄
養

士
も
今
年
度
採
用
し
ま
し
た
の
で
、
保

健
師
と
と
も
に
生
活
習
慣
等
の
問
題
点

を
町
民
の
方
々
と
考
え
て
い
く
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
等
の
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、胃
が
ん
７・３
％
、

大
腸
が
ん
12
・５
％
、
肺
が
ん
12
・５
％
、

前
立
腺
が
ん
９・４
％
、
子
宮
が
ん
17
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
に
つ
い
て
も
、
受
診
率
が

１０
％
ほ
ど
上
が
っ
て
い
ま
し
て
、
１
，

０
０
０
円
負
担
か
ら
無
料
に
な
り
、
啓

蒙
啓
発
を
ど
ん
ど
ん
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
受
診
者
が
増
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
は
自
分
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
町

民
の
皆
様
に
も
広
く
啓
発
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

災
害
時
避
難
対
策
に
つ

い
て

問
　

南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
巨
大

地
震
へ
の
対
策
の
最
終
報
告
で

は
、
地
震
が
起
こ
れ
ば
東
日
本
大
震
災

を
上
回
る
国
難
に
な
る
と
し
、
事
前
の

備
え
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

防
災
・
減
災
対
策
に
早
急
に
取
り
組
む

よ
う
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
海
岸
部
に
位
置
し
、
南
海

ト
ラ
フ
の
震
源
域
に
近
い
こ
と
か
ら
、

地
震
発
生
後
す
ぐ
に
高
台
に
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
避
難
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
避
難
に
手

助
け
を
必
要
と
す
る
方
は
、
町
内
に
お

そ
ら
く
１
，
０
０
０
人
を
超
え
る
も
の

と
推
測
し
ま
す
。
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
こ
と
は
自
治
体
の
責
務
で
あ
り
、

す
べ
て
の
町
民
が
一
緒
に
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
平
常
時
か
ら
の
備

え
が
重
要
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
時
要
援
護
者

に
対
す
る
避
難
対
策
を
、
現
在
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
た
地

域
福
祉
計
画
の
早
期
策
定
に
つ
い
て
も

お
伺
い
し
ま
す
。

答
　

町
長　
災
害
時
に
自
力
避

難
が
困
難
な
方
へ
の
対
応
と
し

て
、
紀
北
町
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ

の
登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

登
録
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
情

報
管
理
や
地
図
上
で
住
所
を
確
認
で
き

る
、
要
援
護
者
管
理
シ
ス
テ
ム
を
平
成

２４
年
度
に
導
入
し
、
関
係
課
で
の
情
報

共
有
が
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
の
扱
い
等
、
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
、
今
後
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
災
害
時
要
援

護
者
に
対
す
る
避
難
へ
の
活
用
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
時
点
で
は
災
害
時
に
、
要
援
護
者

の
方
が
安
全
な
所
へ
避
難
す
る
に
は
、

家
族
や
隣
近
所
の
方
等
、
地
域
の
協
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力
が
不
可
決
で
、
特
に
巨
大
地
震
に

よ
る
津
波
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
海
岸

部
の
地
域
で
は
、
避
難
す
る
際
、
要

援
護
者
の
方
も
一
緒
に
避
難
で
き
る

よ
う
家
族
や
地
域
の
方
と
も
避
難
方

法
等
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
連
携

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
関
し
て

は
、
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
を
ま
ず

先
に
策
定
し
、
そ
れ
ら
を
補
完
し
な

が
ら
平
成
２７
年
度
以
降
に
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

     　
瀧
本　
攻 

議
員

財
政
出
動
に
つ
い
て

問
　

平
成
２２
年
１２
月
の
定
例
会

か
ら
今
回
ま
で
１１
回
、
財
政

出
動
し
て
景
気
を
良
く
し
、
雇
用
の

場
を
つ
く
る
よ
う
質
問
し
て
き
ま
し

た
。

　

本
町
に
と
っ
て
も
、
景
気
と
雇
用

は
喫き

っ
き
ん緊

の
問
題
で
あ
り
、
本
町
の
漁

業
、
林
業
、
農
業
、
建
設
業
等
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
町

財
政
が
豊
か
で
あ
る
時
に
、
景
気
・

雇
用
の
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
町
民

の
生
活
は
豊
か
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
の
定
例
会
に
お
い
て
の
予
算

も
、
非
常
に
貧
弱
な
予
算
で
あ
り
、

ま
こ
と
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
財
政
出
動
し
た
具
体

例
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
く
答
弁
を

求
め
ま
す
。

答
　

町
長　
合
併
時
か
ら
基

金
残
高
が
増
え
、
町
債
残
高

が
減
り
、
町
財
政
が
良
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
財
政
的
に
は
ほ
ん

と
う
に
必
要
な
所
へ
適
正
に
予
算
を

措
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
対
策
、
学
校
耐
震
、
本
庁
舎

移
転
、
子
育
て
支
援
、
三
浦
・
矢
口

浦
の
堤
防
事
業
や
避
難
所
・
避
難
路

整
備
等
の
津
波
対
策
に
つ
い
て
も
こ

れ
ま
で
相
当
な
金
額
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
財
政
状
況
を

見
据
え
な
が
ら
行
財
政
改
革
等
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
漁
業
、
林

業
、
農
業
等
そ
う
い
っ
た
も
の
に
対

し
て
も
、
事
業
者
の
方
々
と
お
話
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
出
動
に
つ
い

て
も
、
今
後
の
こ
と
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

両
区
の
均
衡
あ
る
発
展

に
つ
い
て

問
　

庁
舎
建
設
等
調
査
特
別
委

員
会
は
、
こ
れ
ま
で
１５
回

の
開
催
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
本
年

５
月
２４
日
に
示
さ
れ
た
、
海
山
総
合

支
所
の
資
料
は
、
平
成
２４
年
１１
月
２０

日
に
示
さ
れ
た
資
料
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
、
両
区
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ

い
て
、
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
海
山
区
の
自
治
会
や
、
町
民
の

意
見
を
聞
い
て
進
め
て
い
る
の
か
答

弁
を
求
め
ま
す
。

答
　

町
長　
海
山
総
合
支
所

の
活
用
方
針
は
、
こ
れ
ま
で

１５
回
の
特
別
委
員
会
で
審
議
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
中
で
、

町
民
セ
ン
タ
ー
や
支
所
等
に
つ
い
て

は
改
修
案
を
最
終
的
に
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の
中

で
議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
し

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
利
活
用
に
つ
い

て
も
自
治
会
や
各
種
団
体
の
ご
意
見

も
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
配
慮
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
に
つ
い

て問
　

後
期
基
本
計
画
に
つ
い

て
、犠
牲
者「
０
」
を
め
ざ
す
、

減
災
の
ま
ち
、
交
流
人
口「
２
０
０
万

人
」
を
め
ざ
す
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
、

こ
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
私
が
お
聞
き
し
た
い
の

は
、
健
康
寿
命「
５
歳
」
延
長
を
め

ざ
す
、
生
涯
元
気
の
ま
ち
の
健
康
寿

命
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

答
　

町
長　
健
康
寿
命
と
い

う
の
は
、
日
常
生
活
に
制
限

の
な
い
期
間
の
平
均
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
障
が
い
の

あ
る
期
間
を
短
く
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
に
対
し
て

は
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
き
ほ
く

活
活
体
操
等
、
そ
う
い
っ
た
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
年
齢
か
ら
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、
対
象
年
齢
を
拡
大
し

た
、
２０
歳
か
ら
の
若
者
健
診
、
生
活

習
慣
病
の
た
め
の
ス
リ
ム
教
室
、
健

康
体
操
講
習
会
、
地
域
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
地
区
健
康
教
室

等
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

就
任
か
ら
４
年
間
（
３

年
半
）
を
振
り
返
っ
て

問
　

就
任
か
ら
４
年
間
、
予
算

を
４
回
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で

す
が
、
予
算
を
つ
く
り
実
行
し
、
で

き
た
面
、
で
き
な
か
っ
た
面
、
な
ぜ

実
行
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

答
　

町
長　
町
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
１
期
目
が

終
了
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

就
任
の
翌
年
３
月
定
例
会
で
は
、

紀
北
中
学
校
改
築
、
庁
舎
を
長
島
高

校
跡
地
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
議
員
の
皆
様
に
も
ご
了
承
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
は
、
東
長
島
ス

ポ
ー
ツ
公
園
、
大
白
公
園
の
多
目
的

広
場
も
供
用
開
始
し
た
中
で
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進
を
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
よ
り
早

く
よ
り
高
く
と
い
う
こ
と
で
自
主
防

災
会
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
津

波
対
策
に
も
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
に

関
連
し
て
、
三
浦
・
矢
口
浦
地
域
の

悲
願
で
あ
っ
た
高
潮
対
策
で
の
堤
防

改
修
事
業
の
し
ゅ
ん
工
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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ま
た
、
高
速
道
路
関
連
に
お
い
て

も
、
国
土
交
通
省
に
い
ろ
い
ろ
要
望

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
三
浦
地
域
へ
休

憩
施
設
と
し
て
地
域
振
興
施
設
を
建

設
す
る
よ
う
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解

を
得
ま
し
て
、予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
く
べ

き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
実
行
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
問
題
で
、

今
後
、
計
画
的
に
検
討
し
て
い
く
べ

き
も
の
は
あ
る
と
い
う
認
識
で
す
。

　
　
奥
村　

武
生 

議
員

東
日
本
大
震
災
で
の
被

害
を
受
け
た
地
域
及
び

人
々
へ
の
支
援
に
つ
い

て問
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

日
本
列
島
は
大
き
な
悲
し
み

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
自
然
災
害
と
、
こ

れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
多
く
の

悲
惨
な
事
例
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
全
国
民
が
こ
の
支
援
に
立

ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

被
災
地
の
皆
様
が
求
め
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ー
パ
ー
堤
防

補
修
の
た
め
の
、
黒
松
や
ド
ン
グ
リ

等
を
植
え
る
た
め
に
全
国
発
信
し
て

い
る
取
り
組
み
に
、
町
と
し
て
も
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答
　

町
長　
こ
れ
ま
で
町
と

し
て
も
、
人
的
支
援
の
職
員

派
遣
、
共
同
募
金
を
通
じ
た
寄
附
、

物
資
支
援
等
、
被
災
さ
れ
た
方
の
一

時
受
け
入
れ
等
の
他
、
間
接
的
な
支

援
と
し
て
、
町
民
の
方
か
ら
の
衣
服

等
の
支
援
の
取
り
ま
と
め
や
義
援
金

の
受
け
付
け
等
を
役
場
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
支
援
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
し
、
民
間
の
皆
様
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
こ
う

い
っ
た
支
援
に
つ
い
て
活
動
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
い
へ
ん

貴
重
で
ほ
ん
と
う
に
た
い
せ
つ
な
活
動

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
あ
り
が
た
く
、
行
政
と
し
て
で

き
る
事
が
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
労
働
条
件
に
つ

い
て

問
　

労
働
安
全
衛
生
規
則
に
あ

る
休
憩
設
備
及
び
休
養
室

等
の
規
定
に
基
づ
き
、
体
調
の
す
ぐ

れ
な
い
職
員
に
畳
の
部
屋
を
ぜ
ひ
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
健

康
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
点

か
ら
も
休
憩
室
を
完
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。答　

町
長　
事
業
者
は
労
働

者
が
有
効
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
休
憩
の
設
備
を
設
け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
お
り
、
職
員
の
健
康
や
労
働
環
境

を
守
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
務
め
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
は
、
冷
暖
房
も
完
備
し
、

た
い
へ
ん
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
休

憩
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
庁
、
支
所
と
も
に
厚
生
室
・
更

衣
室
が
あ
り
、
ベ
ッ
ド
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
休
憩
し
な
が
ら

昼
休
み
を
過
ご
し
た
り
、
体
調
の
優

れ
な
い
と
き
は
、
休
ん
で
い
た
だ
い

た
り
、
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
た
り
し

て
十
分
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

２１
世
紀
前
半
に
は
確
実

に
起
き
る
と
い
わ
れ
て

い
る
東
海
沖
地
震
に
つ

い
て

問
　

町
長
は
、
内
閣
府
や
文
部

科
学
省
に
事
務
局
を
置
く
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
と
か
、
中
央

防
災
会
議
等
と
話
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
町
長
は
、
地
震
・
津
波

に
つ
い
て
の
情
報
を
誰
か
ら
得
て
い

る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
三
重
県
が
名
古
屋
大
学
と

共
同
で
つ
く
っ
た
津
波
浸
水
図
、
津

波
浸
水
時
間
に
つ
い
て
も
、
地
震
が

き
た
ら
ア
ッ
と
い
う
間
に
沿
岸
部
に

津
波
が
来
る
と
指
導
を
受
け
て
い
る

の
で
す
が
、
県
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
津
波
到
着
ま
で
に
６
分
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
は
、
い
ち
ば
ん
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
震
が
き
た
ら

ア
ッ
と
い
う
間
に
津
波
が
来
る
。
そ

れ
に
対
し
て
対
応
策
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
は
津
波
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
対
応
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
　

町
長　
地
震
等
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の

発
表
や
研
修
等
で
関
西
大
学
の
河
田

惠
昭
先
生
や
紀
北
町
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
も
あ
る
三
重
大
学
の
川
口
淳

准
教
授
等
に
も
お
話
を
聞
き
、
ま
た
、

他
に
各
先
生
方
に
も
行
政
と
し
て
の

対
応
を
ど
う
す
べ
き
か
と
の
お
話
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
央
防
災
会
の
報
告
書
等
も
担
当

課
で
勉
強
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
れ
を
施
策
に
生
か
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

津
波
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、

よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
と
い
う
こ
と

で
す
ぐ
に
逃
げ
る
、
そ
れ
と
半
径

５
０
０
ｍ
内
で
、
少
し
で
も
多
く
の

避
難
路
の
入
り
口
を
つ
く
ろ
う
と
、

今
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

   

東　
篤
布 

議
員

堤
防
崩
壊
防
止
予
防
改

善
事
業
に
つ
い
て

問
　

平
成
16
年
の
台
風
21
号
に

よ
り
、
赤
羽
川
の
出
垣
内
地

区
側
で
堤
防
の
上
を
水
が
越
す
越
流

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
部
分

は
数
十
ｍ
に
わ
た
り
、
堤
防
が
補
強

さ
れ
ま
し
た
が
、
基
本
的
な
改
善
は

ま
だ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、

山
本
地
区
側
で
も
堤
防
か
ら
の
漏
水
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（
パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
）
が
発
生
し
て

お
り
、
住
民
の
方
か
ら
の
訴
え
で
、

そ
れ
に
気
付
き
調
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
海
山
区
も
そ
う
で
す
が
、
紀
伊

長
島
区
も
非
常
に
低
い
と
こ
ろ
に
住

宅
地
が
密
集
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
、
町
全
体
を
守
っ
て
い
る
堤
防

の
補
強
に
つ
い
て
、
県
と
ど
の
よ
う

に
協
議
さ
れ
、
進
ん
で
い
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

答
　

町
長　
平
成
16
年
の
台

風
21
号
で
、
赤
羽
川
で
は

25
ヵ
所
で
越
水
し
、
護
岸
等
の
破
損

が
38
ヵ
所
起
こ
っ
て
お
り
、
住
宅
の

浸
水
被
害
、
護
岸
の
破
損
等
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

災
害
復
旧
対
策
事
業
に
よ
り
、
破
損

し
た
護
岸
等
の
改
修
が
行
わ
れ
、
治

水
上
の
安
全
は
確
保
さ
れ
た
も
の

の
、
堤
防
か
ら
の
漏
水
が
見
受
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
に
か
け
て
、
漏
水
が
見

受
け
ら
れ
た
箇
所
の
堤
防
の
調
査
及

び
照
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
長

島
橋
か
ら
松
原
橋
ま
で
の
２
・５
㎞

間
に
お
い
て
、
堤
防
両
岸
の
浸
透
に

対
す
る
調
査
及
び
照
査
を
13
ヵ
所
実

施
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
対
策
が
必
要
な
と
こ
ろ
が
５
ヵ

所
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
平
成
23
年

度
か
ら
詳
細
設
計
を
実
施
、
平
成
24

年
度
に
対
策
工
法
を
検
討
し
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
工
事
に
関
し
て

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
地
元
へ
の
説

明
、用
地
測
量
、用
地
交
渉
等
を
行
っ

て
、
対
策
工
事
に
着
手
し
て
い
く
と

聞
い
て
お
り
、
町
と
し
て
も
、
で
き

る
だ
け
早
く
対
策
工
事
に
着
手
し
て

い
た
だ
く
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
ま

す
。紀

伊
長
島
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
避
難

場
所
及
び
避
難
路
、
近

隣
道
路
と
の
必
要
性
に

つ
い
て

問
　

地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
の

強
い
要
望
も
あ
り
、
国
土

交
通
省
と
県
の
協
力
に
よ
り
、
紀
伊

長
島
Ｉ
Ｃ
の
と
こ
ろ
に
５
，
０
０
０

㎡
の
避
難
で
き
る
場
所
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
至

る
避
難
路
の
確
保
や
、
そ
れ
に
附
随

す
る
町
道
整
備
等
、
問
題
点
と
解
決

策
に
つ
い
て
的
確
に
お
答
え
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
山
本
地
区
の
堤
防
側
か

ら
避
難
場
所
に
行
く
に
あ
た
っ
て
の

避
難
路
、
避
難
道
路
に
関
し
て
、
道

路
の
か
さ
上
げ
整
備
等
と
排
水
問
題

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
紀
伊
長
島
Ｉ
Ｃ

付
近
の
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
地
区
の
皆
様
の
熱
い
思
い
、
要

望
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
町
と
一
丸
と

な
っ
て
国
土
交
通
省
に
要
望
し
た
結

果
、
今
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
、
海
抜
19
ｍ
を
超
え
る
５
，

０
０
０
㎡
の
避
難
場
所
で
あ
り
、
山

本
地
区
全
体
が
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に

地
権
者
の
方
々
や
国
土
交
通
省
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
国
土
交
通

省
へ
の
占
用
の
申
し
入
れ
等
も
含
め

て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
山
本
地
区
堤
防
側
か
ら
の
避

難
路
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が

管
理
用
道
路
を
計
画
し
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
避
難
場
所
へ
の
避
難
路（
階

段
）
の
整
備
計
画
や
そ
の
管
理
用
道

路
へ
の
町
道
接
続
も
考
え
て
い
ま
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
問
題
も
あ
り
ま

す
の
で
、
前
向
き
に
解
決
で
き
る
よ

う
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

     

入
江　
康
仁 

議
員

津
波
・
地
震
に
対
す
る

防
災
全
般
に
つ
い
て

問
　

紀
北
町
の
町
民
の
皆
様
の

生
命
、
財
産
を
守
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
立
場
の
町
長
と
し
て
、

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地

震
に
対
す
る
避
難
路
等
の
防
災
設

備
、
高
台
整
備
に
つ
い
て
、
町
長
の

積
極
的
な
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
紀
北
町
第
１
次
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
で
も
、
犠
牲
者

「
０
」
を
め
ざ
す
減
災
の
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
町
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
に
、
大
き
な
責
務

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
な
ら
、
日
本
全

国
の
海
岸
沿
い
に
あ
る
自
治
体
の
先

駆
け
と
な
る
防
災
、
津
波
対
策
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。答

　

町
長　
東
日
本
大
震
災

を
受
け
て
、
町
内
46
の
自
主

防
災
会
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

避
難
路
が
平
成
24
年
度
末
で
70
％
完

成
し
、
残
り
を
本
年
度
中
に
完
了
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
、
準
備
の
整
っ

た
も
の
か
ら
、
順
次
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

自
主
防
災
会
や
地
域
の
皆
様
と
の
話

し
合
い
の
中
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

高
台
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
が
率

先
し
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
と

の
こ
と
で
す
が
、
前
例
が
な
く
、
大

規
模
な
事
業
で
も
あ
り
、
ま
た
、
地

形
的
に
も
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
整
備
も
し
や

す
い
の
で
す
が
、
本
町
の
地
形
で
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
難
し
く
、
長
期
的

に
計
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
よ

り
早
く
、
よ
り
高
く
と
い
う
中
で
命

を
救
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
、
国
の
ほ
う
で
も
津
波
被
害

の
予
想
さ
れ
る
地
域
で
、
集
落
の
集

団
移
転
や
学
校
、
病
院
等
の
公
共
施

設
の
高
台
移
転
を
促
進
す
る
た
め

に
、
政
府
が
財
政
上
の
配
慮
を
行
う

こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
特
別
措
置
法
を
今
国
会

に
提
出
し
て
い
ま
す
。
新
聞
等
で
概

要
は
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
国
会

の
審
議
を
み
な
が
ら
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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老
人
ホ
ー
ム
の
改
築
に

つ
い
て

問
　

今
の
高
齢
者
の
方
々
は
、

戦
後
、
こ
の
紀
北
町
の
復
興

と
繁
栄
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

で
す
。
こ
の
方
た
ち
が
紀
北
町
の
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
施
策
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
戦
後
の
こ
の

地
域
に
貢
献
い
た
だ
き
、
が
ん
ば
っ

て
き
た
高
齢
者
の
方
々
が
、
高
齢
者

福
祉
、
弱
者
の
福
祉
の
観
点
で
、
真

心
の
こ
も
っ
た
福
祉
行
政
の
中
で
で

き
た
真
新
し
い
老
人
ホ
ー
ム
で
、
ま

た
、
最
新
設
備
の
素
晴
ら
し
い
環
境

の
も
と
、
そ
こ
で
働
く
職
員
と
と
も

に
、
人
生
最
後
の
余
生
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
目

線
で
、
住
民
と
と
も
に
を
公
約
と
す

る
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　

町
長　
赤
羽
寮
に
つ
い

て
は
、
当
面
の
間
、
現
在
の

施
設
を
維
持
し
な
が
ら
町
営
で
運
営

し
て
い
く
考
え
で
す
。
快
適
な
環
境

で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
短
期

的
に
い
ろ
い
ろ
な
修
繕
等
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
暖
か
い
状
態

で
着
替
え
も
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
特
殊
浴
室
を
改
修
し
ま
す
。
私
が

就
任
し
て
か
ら
、
過
ご
し
や
す
く
と

い
う
こ
と
で
施
設
の
改
修
を
積
極
的

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
つ
も
り

で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
紀
北
町
を
築

い
て
い
た
だ
い
た
高
齢
者
の
方
々
に

対
す
る
、
そ
う
い
っ
た
施
設
の
充
実

は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
赤
羽
寮
の
建
て
替
え
は

必
要
な
事
業
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
時
点
で
改
築
し
て
い
く
か
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
津
畑　
正
量 

議
員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る

問
　

町
の
活
性
化
、
景
気
対
策

に
画
期
的
な
施
策
と
し
て
、

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
導
入
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に

よ
っ
て
補
助
率
や
限
度
額
は
い
ろ
い

ろ
で
す
が
、
住
民
か
ら
も
業
者
か
ら

も
大
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
制
度
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

商
品
の
購
入
連
鎖
が
続
く
と
い
う
こ

と
で
、
壁
紙
を
新
調
す
れ
ば
、
新
し

い
カ
ー
テ
ン
や
照
明
器
具
を
買
う
と

い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
地

域
へ
の
経
済
効
果
は
助
成
額
の
15
倍

に
も
な
っ
た
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で

す
。
わ
が
紀
北
町
で
も
こ
の
制
度
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
お
聞
き
し

ま
す
。答　

町
長　
雇
用
不
安
や
社

会
負
担
の
増
大
が
予
想
さ
れ

る
中
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

は
、
町
民
の
暮
ら
し
を
応
援
し
、
町

内
業
者
の
仕
事
を
増
や
す
等
、
地
域

へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い

る
の
は
十
分
承
知
し
て
お
り
、
一
定

の
経
済
効
果
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
本
町
と
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
、
地
震
対
策
事
業
、

耐
震
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
ま

す
。
県
が
耐
震
補
強
時
の
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
行
っ
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
も
の
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
耐
震
に
関
し
て
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
町
単
独
で
の
上
乗
せ
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
町
と

し
て
は
、
ま
ず
は
耐
震
の
ほ
う
に
向

か
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

宮
川
第
二
発
電
所
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
つ
い
て

問
　

宮
川
第
二
発
電
所
の
施
設

は
、
来
年
４
月
に
は
譲
渡
さ

れ
ま
す
が
、
残
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド（
さ

く
ら
広
場
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

県
か
ら
借
り
入
れ
て
、
有
効
活
用
さ

れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
県
と
の
協
議

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

陸
上
選
手
等
も
来
て
い
ま
す
が
、
利

用
状
況
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
か
な
り
の
デ
コ
ボ
コ

が
あ
り
ま
す
が
、
整
備
の
計
画
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答
　

町
長　

始
神
さ
く
ら

広
場
に
つ
い
て
は
、
９
，

０
０
０
㎡
あ
り
、
県
企
業
庁
か
ら
お

借
り
し
て
、
維
持
管
理
を
三
浦
自
治

会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
利
用
状
況

は
始
神
峠
さ
く
ら
ま
つ
り
や
バ
ス
ツ

ア
ー
の
拠
点
、
12
月
に
は
、
陸
上
部

の
や
り
投
げ
等
の
練
習
場
所
と
し
て

も
使
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も

借
用
と
い
う
形
で
県
企
業
庁
に
申
し 

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
フ
ラ
ッ
ト
化
や
、
種
を
ま
く
こ

と
に
よ
る
全
面
芝
生
化
等
の
検
討
を

し
ま
し
た
が
、
車
の
乗
り
入
れ
等
の

問
題
も
あ
り
、
少
し
中
途
半
端
な
形

で
検
討
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

本
年
度
の
課
題
と
し
て
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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Town Information

◆立候補予定者説明会

　日時　10 月 2日（水）　午後 1時 30 分～

　場所　紀北町役場 2階 201 会議室

◆立候補などの事前審査

　日時　10 月 16 日（水）　午前 9時～午後 5時

　場所　紀北町役場 2階 201 会議室

◆告示日　

　10 月 22 日（火）

◆立候補届出

　日時　10 月 22 日（火）　午前 8時 30 分～午後 5時

　場所　紀北町役場 2階 201 会議室

◆投　票

　【当日】

　日時　10 月 27 日（日）　午前 7時～午後 6時

　場所　町内 30 ヵ所の投票所

　【期日前】

　　投票日に仕事や旅行などで投票に行けない方は、

　期日前投票ができます。

　日時　10 月 23 日（水）～ 26 日（土）

　　　　午前 8時 30 分～午後 8時

　場所　町民ホール（役場本庁 1階）

　　　　町民センター（海山総合支所前）

　※期日前投票宣誓書は投票所入場券の裏面に印刷し

　ています。該当する事由に○印をつけ、氏名などを

　記入し、期日前投票所にご持参ください。

◆開　票
　日時　10 月 27 日（日）　午後 8時～

　場所　東長島スポーツ公園体育館

　　　　（旧尾鷲高等学校長島分校体育館）　

主な日程

紀
北
町
の
将
来
を
託
す
た
い
せ
つ
な

一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

紀
北
町
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

『
訴
え
よ
う　

　
　
　

あ
な
た
の
考
え　

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
一
票
で
』

投
票
で
き
る
方

・
平
成
５
年
10
月
28
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
（
20
歳
以
上
の
方
）

・
平
成
25
年
７
月
21
日
以
前
に
転
入
し

た
方
（
転
入
届
を
出
し
て
３
ヵ
月
以

上
町
内
に
在
住
し
て
い
る
方
）

※

転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
当
日
の
投
票
ま
た
は
期
日
前

投
票
が
で
き
な
い
方
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

○
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

各
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
で

指
定
を
受
け
た
病
院
・
施
設
に
入
院
・

入
所
中
の
方
は
、
病
院
・
施
設
内
で

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
は
、
病
院
ま
た
は
施
設
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
投
票
用
紙
を
請
求

す
る
こ
と
に
よ
り
自
宅
で
投
票
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
投
票
の
代
理

記
載
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

○
そ
の
他
の
不
在
者
投
票

　

他
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
や

船
員
の
方
の
不
在
者
投
票
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
お
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙
の
請
求

期
間

　

10
月
11
日
（
金
）
〜
26
日
（
土
）

※

た
だ
し
、
在
宅
で
の
郵
便
投
票
は
、

公
職
選
挙
法
で
投
票
日
の
４
日
前
ま

で
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
10
月
23
日

（
水
）
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

郵
送
す
る
時
間
も
要
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
早
い
請
求
、
投
票
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

滞
在
地
で
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る

方
は
、
10
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
紀

北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
に

「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請
求
書
」
を

記
入
例
と
と
も
に
掲
載
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
の
発
送

　

投
票
所
入
場
券
は
、10
月
22
日
（
火
）

ま
で
に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
す
。

入
場
券
が
届
か
な
い
方
、
紛
失
さ
れ

た
方
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
入
場
券
は
投

票
所
で
の
整
理
な
ど
の
方
法
の
１
つ

と
し
て
発
行
し
て
い
る
も
の
で
、
入

場
券
が
な
け
れ
ば
投
票
で
き
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

紀
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
本
庁
総

務
課
内
）　　

℡（
46
）
３
１
１
１

10 月 27 日（日）は

紀北町長選挙の投票日

12

くらし　選挙
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平
成
25
年
９
月
１
日
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
範
囲
を

拡
大
し
、
中
学
生
の
入
院
に
か
か
る

医
療
費
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

中
学
校
に
入
学
す
る
年
の
４
月
１

日
か
ら
、
15
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の

初
め
て
の
３
月
31
日
に
属
す
る
生
徒

対
象
と
な
る
医
療
費

　

平
成
25
年
９
月
１
日
以
降
の
入
院

に
か
か
る
自
己
負
担
相
当
分
の
医
療

費申
請
方
法

退
院
後
に

・
入
院
時
の
領
収
証

・
振
込
先
の
通
帳

・
生
徒
本
人
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑
（
認
印
）

を
持
参
し
、
本
庁
住
民
課
、
ま
た
は

海
山
総
合
支
所
住
民
室
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

支
給
方
法

　

い
っ
た
ん
医
療
機
関
で
医
療
費
を

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
申

請
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

注
意
事
項

○
従
来
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で

は
、「
受
給
資
格
者
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
学
生
の
入
院
に

関
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、「
受
給
資

格
者
証
」
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
申
請
時
に
所
得
判
定
を
行
い
ま
す

の
で
、
保
護
者
の
所
得
に
よ
り
、
助

成
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
食
事
療
養
費
及
び
保
険
対
象
外
の

医
療
費
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

○
交
通
事
故
の
被
害
者
が
、
加
害
者

の
自
動
車
保
険
に
よ
る
医
療
費
の
支

給
を
受
け
た
場
合
や
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
が

適
用
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
助
成
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係　
　

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室
国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

平
成
24
年
度
は
92
件
の
情
報
公
開

請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紀
北
町
情
報
公
開
条
例
と
紀
北
町

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
２
つ
の

制
度
が
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
毎
年

１
回
、
利
用
状
況
を
公
表
し
て
い
ま

す
。 

　

平
成
24
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。 

　

ま
た
、
そ
の
決
定
に
対
す
る
不
服

の
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

下
記
の
数
字
は
、
町
長
部
局
、
教

育
委
員
会
、
水
道
事
業
管
理
者
、
監

査
委
員
を
含
み
ま
す
。

※

議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
す
る
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

主
な
請
求
内
容
は
、
工
事
設
計
書

に
関
す
る
文
書
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
総
務
課
文
書
係

℡（
46
）
３
１
１
１

取
替
期
間　

９
月
上
旬
〜
10
月
下
旬

　

町
で
は
、
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
お
取
り
替
え
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
町
の
委
託
業

者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
取
替
作
業
の
従
事
者

は
、
水
道
課
が
発
行
し
た
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
て
い
た
だ
く
か
、
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に
際
し
て
、

お
客
様
に
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
水
道
課

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室

℡（
32
）
３
９
０
６

　　

平
成
25
年
９
月
１
日
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
範
囲
を

拡
大
し
、
中
学
生
の
入
院
に
か
か
る

医
療
費
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

中
学
校
に
入
学
す
る
年
の
４
月
１

日
か
ら
、
15
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の

初
め
て
の
３
月
31
日
に
属
す
る
生
徒

対
象
と
な
る
医
療
費

　

平
成
25
年
９
月
１
日
以
降
の
入
院

に
か
か
る
自
己
負
担
相
当
分
の
医
療

費申
請
方
法

退
院
後
に

・
入
院
時
の
領
収
証

・
振
込
先
の
通
帳

・
生
徒
本
人
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑
（
認
印
）

を
持
参
し
、
本
庁
住
民
課
、
ま
た
は

海
山
総
合
支
所
住
民
室
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

支
給
方
法

　

い
っ
た
ん
医
療
機
関
で
医
療
費
を

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
申

請
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

注
意
事
項

○
従
来
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で

は
、「
受
給
資
格
者
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
学
生
の
入
院
に

関
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、「
受
給
資

格
者
証
」
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
申
請
時
に
所
得
判
定
を
行
い
ま
す

の
で
、
保
護
者
の
所
得
に
よ
り
、
助

成
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
食
事
療
養
費
及
び
保
険
対
象
外
の

医
療
費
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

○
交
通
事
故
の
被
害
者
が
、
加
害
者

の
自
動
車
保
険
に
よ
る
医
療
費
の
支

給
を
受
け
た
場
合
や
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
が

適
用
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
助
成
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係　
　

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室
国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

平
成
24
年
度
は
92
件
の
情
報
公
開

請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紀
北
町
情
報
公
開
条
例
と
紀
北
町

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
２
つ
の

制
度
が
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
毎
年

１
回
、
利
用
状
況
を
公
表
し
て
い
ま

す
。 

　

平
成
24
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。 

　

ま
た
、
そ
の
決
定
に
対
す
る
不
服

の
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

下
記
の
数
字
は
、
町
長
部
局
、
教

育
委
員
会
、
水
道
事
業
管
理
者
、
監

査
委
員
を
含
み
ま
す
。

※

議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
す
る
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

主
な
請
求
内
容
は
、
工
事
設
計
書

に
関
す
る
文
書
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
総
務
課
文
書
係

℡（
46
）
３
１
１
１

取
替
期
間　

９
月
上
旬
〜
10
月
下
旬

　

町
で
は
、
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
お
取
り
替
え
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
町
の
委
託
業

者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
取
替
作
業
の
従
事
者

は
、
水
道
課
が
発
行
し
た
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
て
い
た
だ
く
か
、
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に
際
し
て
、

お
客
様
に
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
水
道
課

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室

℡（
32
）
３
９
０
６

子ども医療費助成制度の

対象範囲を拡大します

施策　子育て

情報公開の実施状況

くらし　情報

受付件数 全部開示 部分開示 非開示 不存在

92 89 2 1 0

個人情報公開請求等の状況

情報公開請求等の状況

平成 24年度の個人情報の公開請求の利用は、ありませんでした。

水道課からのお知らせ

くらし　水道

水道メーターを新しく
お取り替えします。



Town Information

　

大
き
な
ご
み
は
そ
の
ま
ま
捨
て

ら
れ
ま
せ
ん
。

　　

お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
、
ふ
と
ん

や
家
具
な
ど
の
大
き
な
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

    

ご
み
の
量
が
多
く
な
る
場
合
は
、
持

ち
込
む
前
に
各
施
設
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
出
し
方
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ふ
と
ん
・
毛
布

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

可
燃
ご
み
の
日
に
縦
50
㎝
・
横
50

㎝
以
内
に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
場
合
は
切
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合　

 

　

少
量
の
場
合
は
、
可
燃
ご
み
の
日

に
切
ら
ず
に
し
ば
ら
な
い
で
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。
大
量
の
場
合

は
、
海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

マ
ッ
ト
レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
マ
ッ

ト
・
シ
ー
ト
・
カ
ー
テ
ン
・
す
だ
れ
・

ご
ざ

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

可
燃
ご
み
の
日
に
縦
50
㎝
・
横
50

㎝
以
内
に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
場
合
は
切
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

カ
ー
テ
ン
の
フ
ッ
ク
な
ど
の
金
具

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

可
燃
ご
み
の
日
に
縦
50
㎝
・
横
50

㎝
以
内
に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
む
場
合
で
も
50
㎝
以
内
に
切
っ

て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

カ
ー
テ
ン
の
フ
ッ
ク
な
ど
の
金
具

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
電
気
毛
布

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

金
属
ご
み
の
日
に
出
す
か
、
海
山

不
燃
物
処
理
場
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

ベ
ッ
ド
類

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場
へ
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

海
山
不
燃
物
処
理
場
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

木
製
家
具
（
机
・
椅
子
・
タ
ン
ス
・

座
椅
子
な
ど
）

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

解
体
し
金
属
な
ど
を
取
り
除
い
て

縦
50
㎝
・
横
50
㎝
以
内
に
切
っ
て
紀

伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
解
体
が
困
難

な
も
の
は
紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

解
体
し
金
属
な
ど
を
取
り
除
い
て

縦
50
㎝
・
横
50
㎝
以
内
に
切
っ
て
海

山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

畳■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

切
ら
ず
に
紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

切
ら
ず
に
海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

剪
定
枝

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

少
量
の
場
合
は
、
長
さ
50
㎝
以
内

に
切
り
、
し
ば
っ
て
可
燃
ご
み
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
量
が
多
い
場

合
は
、
紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
太
さ
が
10
㎝
以
上
を
超
え
る
も

の
は
、
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

■
海
山
区
の
場
合

　

少
量
の
場
合
は
、
長
さ
50
㎝
以
内

に
切
り
、
し
ば
っ
て
可
燃
ご
み
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
量
が
多
い
場

合
は
、
海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

自
転
車

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

金
属
ご
み
の
日
に
出
す
か
、
海
山

不
燃
物
処
理
場
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
不
燃
物

処
理
場
は
町
内
で
発
生
し
た
一
般
廃

棄
物
を
処
理
す
る
施
設
で
す
。
産
業

廃
棄
物
や
町
外
で
発
生
し
た
一
般
廃

棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
偽
っ
て
持
ち
込
む
こ
と
は
法
令

違
反
と
な
り
厳
し
い
刑
事
処
分
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係　

℡（
46
）
３
１
２
１　
　

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環
境
管

理
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

℡（
47
）
２
８
８
０　
　
　

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　
　
　

℡（
36
）
１
３
１
３

　

大
き
な
ご
み
は
そ
の
ま
ま
捨
て

ら
れ
ま
せ
ん
。

　　

お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
、
ふ
と
ん

や
家
具
な
ど
の
大
き
な
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

    

ご
み
の
量
が
多
く
な
る
場
合
は
、
持

ち
込
む
前
に
各
施
設
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
出
し
方
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ふ
と
ん
・
毛
布

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

可
燃
ご
み
の
日
に
縦
50
㎝
・
横
50

㎝
以
内
に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
場
合
は
切
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合　

 

　

少
量
の
場
合
は
、
可
燃
ご
み
の
日

に
切
ら
ず
に
し
ば
ら
な
い
で
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。
大
量
の
場
合

は
、
海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

マ
ッ
ト
レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
マ
ッ

ト
・
シ
ー
ト
・
カ
ー
テ
ン
・
す
だ
れ
・

ご
ざ

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

可
燃
ご
み
の
日
に
縦
50
㎝
・
横
50

㎝
以
内
に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
む
場
合
は
切
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

カ
ー
テ
ン
の
フ
ッ
ク
な
ど
の
金
具

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

可
燃
ご
み
の
日
に
縦
50
㎝
・
横
50

㎝
以
内
に
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
む
場
合
で
も
50
㎝
以
内
に
切
っ

て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

カ
ー
テ
ン
の
フ
ッ
ク
な
ど
の
金
具

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
電
気
毛
布

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

金
属
ご
み
の
日
に
出
す
か
、
海
山

不
燃
物
処
理
場
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

ベ
ッ
ド
類

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場
へ
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

海
山
不
燃
物
処
理
場
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

木
製
家
具
（
机
・
椅
子
・
タ
ン
ス
・

座
椅
子
な
ど
）

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

解
体
し
金
属
な
ど
を
取
り
除
い
て

縦
50
㎝
・
横
50
㎝
以
内
に
切
っ
て
紀

伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
解
体
が
困
難

な
も
の
は
紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

解
体
し
金
属
な
ど
を
取
り
除
い
て

縦
50
㎝
・
横
50
㎝
以
内
に
切
っ
て
海

山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

畳■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

切
ら
ず
に
紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

切
ら
ず
に
海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

剪
定
枝

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

少
量
の
場
合
は
、
長
さ
50
㎝
以
内

に
切
り
、
し
ば
っ
て
可
燃
ご
み
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
量
が
多
い
場

合
は
、
紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
太
さ
が
10
㎝
以
上
を
超
え
る
も

の
は
、
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

■
海
山
区
の
場
合

　

少
量
の
場
合
は
、
長
さ
50
㎝
以
内

に
切
り
、
し
ば
っ
て
可
燃
ご
み
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
量
が
多
い
場

合
は
、
海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

自
転
車

■
紀
伊
長
島
区
の
場
合

　

紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
海
山
区
の
場
合

　

金
属
ご
み
の
日
に
出
す
か
、
海
山

不
燃
物
処
理
場
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
不
燃
物

処
理
場
は
町
内
で
発
生
し
た
一
般
廃

棄
物
を
処
理
す
る
施
設
で
す
。
産
業

廃
棄
物
や
町
外
で
発
生
し
た
一
般
廃

棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
偽
っ
て
持
ち
込
む
こ
と
は
法
令

違
反
と
な
り
厳
し
い
刑
事
処
分
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係　

℡（
46
）
３
１
２
１　
　

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環
境
管

理
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

℡（
47
）
２
８
８
０　
　
　

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　
　
　

℡（
36
）
１
３
１
３

14

くらし　ごみ

大きなごみの出し方

い  つ  も  の  暮  ら  し  を  守  り  た  い  。

～ご相談ください！あなたの近くの司法書士に～

大西登樹三　紀北町紀伊長島区東長島 46-43　 ☎0597-47-4032

森　　秀世　紀北町紀伊長島区東長島 247-1   ☎0597-47-0098

井上　文雄　紀北町紀伊長島区東長島 33-32   ☎0597-47-1325

有
料
広
告
掲
載
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町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
基
準
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

入
居
指
定
日　

11
月
12
日
（
火
）
予
定

応
募
期
間

　

９
月
２
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

※

土
・
日
曜
日
は
除
く

※

た
だ
し
、
応
募
者
の
な
い
場
合
随

時応
募
基
準

①
平
成
25
年
８
月
29
日
時
点
で
、
紀

北
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方

②
同
居
し
て
い
る
親
族
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

※

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
の
生
ま

れ
の
方
ま
た
は
身
体
障
が
い
者
そ
の

他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要

が
あ
る
方
は
単
身
入
居
可
能

③
基
準
収
入
月
額
１
５
８
，
０
０
０ 

円
以
下
（
裁
量
階
層
に
該
当
す
る
場

合
２
１
４
，
０
０
０ 

円
以
下
）

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
及

び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得
か

ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差
し
引
き
、

12
で
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

④
町
（
市
・
村
）
税
・
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）・
水
道
料
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
及
び
持
ち
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

本
庁
建
設
課
管
理
係　
　
　
　
　
　

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

土 

木 

技 

師 

・
・
・ 

１
名

応
募
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
土
木
の
学
科
を
履
修
し
た
方

※

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
と
す

る
。

○
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
・
短

期
大
学
（
高
等
専
門
学
校
等
を
含
む
）・

高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
、
平
成
26

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
採
用

後
は
紀
北
町
内
に
居
住
可
能
な
方

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条

項
）
に
該
当
し
な
い
方

応
募
期
間

　

９
月
２
日
（
月
）
〜
24
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）

※

郵
送
に
よ
り
申
込
書
を
提
出
さ
れ

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
朱
書
き
で

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
在
中
」
と
記

入
し
、
申
込
期
限
必
着
で
特
定
記
録

郵
便
に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
（
各
１
通
）

①
受
験
申
込
書
（
総
務
課
及
び
海
山

総
合
支
所
総
務
室
で
交
付
）

②
紀
北
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
総

務
課
及
び
海
山
総
合
支
所
総
務
室
で

交
付
）

③
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
ま
た
は
全

国
高
等
学
校
統
一
応
募
用
紙
）

④
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書

試
験
日
・
内
容
及
び
場
所　
　
　
　

①
第
１
次
試
験

日
時　

11
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

会
場　

紀
北
町
役
場
４
階
委
員
会
室

内
容　

教
養
試
験
（
学
歴
別
に
実
施
）

　
　
　

専
門
試
験
（
学
歴
別
に
実
施
）

②
第
２
次
試
験
は
11
月
下
旬
予
定

（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

勤
務
先

　

紀
北
町
役
場
本
庁
、
海
山
総
合
支

所
及
び
各
施
設

※

給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

〒
５
１
９‐

３
２
９
２

紀
北
町
紀
伊
長
島
区
東
長
島
７
６
９

番
地
１　

紀
北
町
役
場
総
務
課
職
員
係

℡（
46
）
３
１
１
１

くらし　募集

くらし　募集

募集棟 間取り 家賃（月額）

矢口白越団地
4-C号（4階）

3DK
（和2・洋1・台所・浴室

・洗面・トイレ）

15,600円
～23,200円

※収入によって家賃が変わります。

※申し込み数が多い場合は、選考になります。

町営住宅

入居希望者募集

紀北町職員募集
平成 26年 4月 1日採用予定
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今月のおすすめコース

　

　

ウォーキング豆知識

　

　夏から秋への季節の変化を感じながら、白石湖のほとりを歩いてみましょう。

問い合わせ 本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

海山区の白石湖周回コース（約5㎞）です。

開催日時
集合場所

 9月15日（日）午前10時～　※雨天中止
 海山総合支所駐車場

　日本人の1日あたりの平均歩数は、男性で約7,800歩、女性で約6,800歩といわれています。
　運動不足が気になる方も、まず1日の平均歩数を目標に歩きはじめてはいかがでしょうか。
なお、1,000歩で約10分の歩行です。スポーツの秋に向け、手軽にはじめられるウォーキングを
おすすめします。

　

「健康ウォーキングの日」です！
毎月第３日曜日は

対　象　小学校1～6年生の男女
練習日　火・金曜日　午後6時30分～9時
　　　　土・日曜日　午前9時～正午

加入対象者 補償される団体活動等 加入
区分

年間掛金
（一人当たり）

傷害保険金額 共　済
見舞金

紀北町スポーツ少年団紹介
 ～エスフォルソ海山（サッカー）～

場　所　海山グラウンド・相賀小学校グラウンド
代表者　東　尚史　℡32-2206（自宅）
　　　　　　　　　℡090-7868-5746（携帯）

キャプテンの相賀小 6 年
上村円架です。
いっしょにサッカーしましょう！

応募資格    
　15歳以上（中学生を除く）
対象作品　
　平成25年4月1日以降、東紀州地域（紀北町・尾鷲市・熊野市
　・御浜町・紀宝町）で描写した未発表のオリジナル作品
応募期間　10月1日(火)～平成26年1月10日(金)必着
応募規定・方法　
詳しくは募集要項に記載
※募集要項は東紀州地域振興公社ホームページ
（http://higashikishu.org/）からダウンロードできます。

第7回　みえ熊野の情景スケッチコンテスト

問い合わせ・応募先　
「みえ熊野の情景スケッチコンテスト」事務局
東紀州地域振興公社   ℡ 23-3784

等 加加加加加加加加加加加加加加入加入加入加入加入加入加入加入加加加加加加入加入加入加入加加加加加加加加加入入加入加入入加入加入加入加加加加加入加加入入入加入加入加加加入加加加入加入加入加加加入加加入加加入加加加入入入入入入加加加入加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
区分区分区分区分区分区区分区分区分区分分分区分区分分区分区分区分区分区分区分区分区分区区分区区分区分分分分区分区分区分区分分分区分区分区分分分分分分区分区分分分分分区分区分分分分分区分区分分分分区分分区分分分分分区分区分分分分区分区区区分分分分分分区分分分区分分区区区分分区分分分分分区分区分区区分区分分分分区分分区分分分分分分区分分分分区分分分分分分分区分区区分分分分分分分区区分分分分分区分区区分分分分分区区区分分分分区区区区分分分分分分分分分分分区分区区分区分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

年間掛金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
（（（（（（（一（一（一（（（（（（（一一（（（（（（一（（（（（（（（（一一一（一（（（（（（（（（（一一一（（（（（（一一一一一（（（（（一一一（（（（（（一一一（（（（（一一一一（（（一一一（（（（（（（一一一一（（（（一（一一一一（一一一一一一一一一一一一一一（一（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ 人当たりたたたたたたたたりたたりりりりりりりりたりたたたたりたたたりたたりりりりたりたたたたたたりたりたたりたたたりりりたりたたたたたたたたりりりたりたりたたりたたたりたりたたりたたたたたたたりりりたたたたたたたたたたりりたたたたたたりりりたりたたたたりたりたりたたたたたたりりりたたたたりりたたたたたりりりりりたたたたりりたたたりたたたたたたたりたたたたたたりたたたたたりりたたたたたたたたたりりたたたたりたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたりたたたたたたたりたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた ）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））



だより図
9月の新刊案内

書館
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September

      　　 　　　

町民センター図書室から
「わりなき恋」
　　　　　　　  　    /岸惠子

 「月の満ちかけ絵本」
　　　　　　 　    /大枝史郎 

児童図書館から
  「世界地図の下書き」　
 　　　　　　　         /朝井リョウ

多目的会館図書室から

「あぶくたった」/さいとうしのぶ
「ぞうのふうせんやさん」/安西水丸
「こんとあき」/林明子
「こんぶのぶーさん」/岡田よしたか
「ちがうねん」/ジョン・クラッセン
「はじめてのうちゅうえほん」
                      　　　　　　　/てづかあけみ
「みずたま手帖③放課後のナイショばな
し」/カタノトモコ
「ヒックとドラゴン⑩砂漠の宝石」
            　　　　/クレシッダ・コーウェル
「ドキドキ！はじめてのかわいいお菓子づ
くり」/堀川望美

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時から親子で一緒に絵本
を楽しもう！

「図書名」/著者名
「楽しいこといっぱい65」/栗原はるみ
「上昇思考　幸せを感じるために大切なこ
と」/長友佑都
「アジアで花咲け！なでしこたち」
         　　 /ヤマザキマリ＆ＮＨＫ取材班
「ベニシアの京都里山暮らし大原に安住の
地を求めて」/ベニシア・スタンリー・ス
ミス
「ごはんぐるり」/西加奈子
「その未来はどうなの？」/橋本治
「いつやるか？今でしょ！今すぐできる
45の自分改造術！」/林修
「風景と出会い」/安野光雅
「美しい押し花の組み立て」
           　　　/杉野宣雄・花と緑の研究所

※リサイクルコーナーを一新しました！
お早めにどうぞ。

【一般図書】
「愛ふたたび」/渡辺淳一
「なごり歌」/朱川湊人
「歪んだ忌日」/西村賢太
「不思議の国のグプタ」
　　　　　　　/ヒロ前田・清涼院流水
「人生を愉しむレストラン」/河瀬毅
「神々の森―熊野・沖縄・北海道」
　　　　　　　　　　　　　 /岡田満
【児童図書】
「おなかのなかの、なかのなか」
　　　　　　　　　　　/あさのますみ
「ドドボンゴのさがしもの」
　　　　/うるまでるび・いとうとしこ
「雨ふる本屋の雨ふらし」/日向理恵子

※延滞されている方は、至急返却お願い
します。

「図書名」/著者名 「図書名」/著者名

「おはなし会」（多目的会館図書室）

 今月はお休みです。

「よみきかせの会」（児童図書館）

9月14日（土）10：30～

児童図書館で絵本と紙芝居の読みきか

せと、幼児むけの折り紙遊びや工作を

予定しています。

「おはなし会」（多目的会館図書室）

 今月はお休みです。

「よみきかせの会」（児童図書館）

9月14日（土）10：30～

児童図書館で絵本と紙芝居の読みきか

せと、幼児むけの折り紙遊びや工作を

予定しています。

地産地消の一環として、紀北町の田んぼで

美味しいお米を生産している農家さんを紹介します。

地産地消の一環として、紀北町の田んぼで

美味しいお米を生産している農家さんを紹介します。

　私たちが住んでいる町には美味しいお米があります。
　地域で生産されたものを、地域で消費（食べる・利用）するのが地産地
消です。昔から「その地域で育まれた旬の農林水産物を食べるのが健康
によく、美味しい」といわれています。
　町民の皆様、紀北町の美味しいお米を食べてみてはいかがでしょうか。
※詳しい内容などはお問い合わせください。
問い合わせ
本庁農林水産課農政係　　　　　　　℡46-3116
海山総合支所産業建設室産業振興係　℡32-3903

「日本沈没」が図書室に入りました！
　小松左京さん原作の小説をマン
ガ化した、町内在住の漫画家「一色
登希彦」さんの作品「日本沈没」全15
巻を、多目的会館図書室と町民セン
ター図書室に所蔵しました。
　日本を襲う大災害を前にした人々
の恐れや狂気、立ち向かう人々の勇
気や知恵を、圧倒的な迫力とスケー
ルで描かれた傑作です。
　この機会に、ぜひご一読ください。 日本沈没：全15巻



8/10　引本港

　見て、参加して、楽しめるイベントをテーマに、いかだレース
や釣り掘り、ステージイベントや花火など、夏を遊び尽くそうと
開催されました。
　いかだレースに集まった 78 チームは、力を合わせてパドルを操
り、「きほくいかだ王」を目指し競い合いました。いかだ王の他にも、
パフォーマンス賞やファミリー部門賞などもあり、参加者全員が
楽しめる内容となっていました。
　海上釣り堀は今年も人気で、整理券を求めて列をつくり、日が
暮れると、ロウソクの灯りが会場を優しい光で包みました。　
　ステージでは和太鼓演奏や相賀幼児園園児のかわいらしい踊り
などが披露され、観客は温かい声援を送っていました。
　最後に夏の夜空に花火が打ち上げられ、訪れた観客は夏を満喫
していました。

　友好都市大阪府四條畷市の子どもたちが、夏休みを利用し
て紀北町の海や川の自然を体験する行事が 7 月 30・31 日の 2
日間行われました。
　四條畷市の子どもたちは、銚子川で生き物の観察や、天然
の滑り台などを体験し、古里海岸では海水浴などが行われま
した。
　子どもたちは 2 日間の日程を終え、「面白かった！」「来年
もまた来たい！」と言い、元気よく帰途に就きました。

　人権擁護委員の委嘱式と離任式が行われ、新しい委
員に海山区中里の松永友子さんが就任されました。
　任期は 3 年で、離任された海山区馬瀬の廣田諄子さ
んは、2 期 6 年間、人権擁護委員としてご活躍されま
した。
　人権擁護委員の活動は、自由人権思想の普及高揚に
努め、基本的人権が侵犯されることがないよう監視し、
侵犯があった場合には、救済の処置をとることが使命
とされています。
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News & Topics

Kihoku Playback

人権擁護委員　委嘱式と離任式 紀北自然体験2013

2013きほく夏祭りKODO

7/31　町長室

7/30　銚子川　



【平成25年７月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう
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※本人または親族の方の了承を得て掲載しています。

（敬称略）

住　所　   子の名前　  保護者

古　里　  丸田　蓮斗　    繁之

東長島　  濱畑　幸太　    卓也　

東長島　  石倉　航明　    俊宏

東長島　  石　　有紗　    新吾

小山浦　  川端　叶夢　    一史

矢口浦　  野中　優菜　    貞二

住　所　   氏　　名　　 （年齢）

長　島　  樋口　　茂    （83歳）

東長島　  則藤　明美     （77歳）

長　島　  石　　延子     （77歳）

長　島　  玉津志津枝  　（85歳）

東長島　  中須　　か     （94歳）

東長島　  日合　　豊     （57歳）

東長島　  西田　　敦　  （83歳）

長　島　  志治　　豊      （85歳）

海　野　  東　　　美     （88歳）

島勝浦　  中村　政子  　（62歳）

矢口浦　  　村　　貢     （79歳）

引本浦　  　岡　利平     （83歳）

引本浦　  世古　ゆき     （91歳）

船　津　  伊藤　幹夫     （87歳）

引本浦　  伊藤　春花　  （94歳）

船　津　  堀　さわゑ      （86歳）

上　里　  濱田はま子     （87歳）

相　賀　  中村　さみ  　（85歳）

白　浦　  　瀨　ちか     （90歳）

矢口浦　  鈴木　元善     （77歳）

相　賀　  民部　ひさ     （95歳）
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消防・警察だより
救急休日在宅当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

９月の免許更新日（10日・24日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（7月末現在）

交通事故発生状況（７月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

１，２０２(＋１２)７７６(－１２)

２６０(－９)

その他

２４(＋１)

２２(－１)

４５(＋１４)

３４(－２) ２７(＋５)

２９０(＋４８)１９５(＋３２)

１７７(－１１)

２６(＋１)

９４(＋２) １６７(－３)１６５(＋２５)

０(±０) １(＋１)

０(±０)

１(＋１)

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

２(±０)

６(－１)

海 山 区 ２(－１)

１１(－２)

２(＋１) ０(±０) ０(±０)

０(±０)

０(±０)

０(±０)

０(－２)

船　舶 航空機 その他

紀伊長島区 ３(－１) ０(－２) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ４(－２) ０(±０)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ３６，７５２
（＋１，２４５）

５,７２８
（＋８４）

５３
（＋１０）

７，４６２
（＋４９）

３１，０２４
（＋１，１6１）

尾鷲署管内

紀 北 町 ２３２（－３）

２９８（＋５１） ５６（＋８） ６９（＋８）

１８４（－１２）

２４２（＋４３）

２（＋２）

２（＋２）

４８（＋９） ６５（＋６）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。（救急医療情報システム TEL 22-1199）

西村整形外科

玉 置 眼 科

三木浦診療所

尾 辻 医 院
垣内胃腸科内科医院
上 里 診 療 所
木 ノ 内 医 院
野口内科胃腸科医院
世古口クリニック
上 里 診 療 所

9/1
9/8
9/15
9/16
9/22
9/23
9/29

日
日
日
月
日
月
日

月日 尾　　鷲曜日 電　　話 紀　　北 電　　話

47 - 0890
47 - 4800
33 - 1100
47 - 4346
32 - 2266
32 - 1188
33 - 1100

23 - 3210

22 - 5611

28 - 2316

-

-
-

-

-

-
-

-



９月 10日～ 16 日は、『自殺予防週間』です。９月 10日～ 16 日は、『自殺予防週間』です。９月 10日～ 16 日は、『自殺予防週間』です。
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みんなで見守る  みんなで支えるみんなで見守る  みんなで支えるみんなで見守る  みんなで支える

あなたの身近に
悩みやつらさを抱えている人はいませんか？

あなたの身近に
悩みやつらさを抱えている人はいませんか？

三重県内では年間約 400 人弱
つまり毎日 1人誰かが自ら命を失っています。

尾鷲地域自殺対策ネットワーク会議・三重大学医学部看護学科
13 期生（実習生 5名）作成チラシから引用

申し込みは、各開催前日までに福祉保健課
地域保健係（℡46-3122）にお願いします。
エコバッグのプレゼントがあります！

尾鷲地域（紀北町・尾鷲市）は

県内で自殺死亡率が最も高い地域です。

命を助けるには、メンタルパートナーや
身近な方の関わりや気づきが大切です

紀北町では、自殺予防週間に合わせ、次の行事を
行います。皆様のお越しをお待ちしています。

●図書室での特設コーナー

9 月 10 日（火）～９月 29 日（日）
町民センター図書室 /多目的会館図書室 役場本庁 1階

9 月 10 日（火）・12 日（木）
各 13：30 ～ 14：30
海山総合支所別館 2階　けんこうの広場
9 月 11 日（水）
10：30 ～ 11：30、13：30 ～ 14：30

★書籍や関連リーフレット等の設置、紹介

●メンタルパートナー養成講座

●街頭啓発キャンペーン

9 月 10 日（火）16：45 ～（30 分程度）
主婦の店相賀店 /オークワ紀伊長島店

★自殺予防啓発グッズの配布
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保健所別自殺死亡率の推移

７
〜
11
年

８
〜
12
年

９
〜
13
年

10
〜
14
年

11
〜
15
年

12
〜
16
年

13
〜
17
年

14
〜
18
年

15
〜
19
年

16
〜
20
年

17
〜
21
年

18
〜
22
年

40 .0

35 .0

30 .0

25 .0

20 .0

15 .0

10 .0

5 .0

0 .0

鈴鹿保健所
松阪保健所
上野（伊賀）保健所
熊野保健所

桑名保健所 四日市（四日市市）保健所
津保健所
伊勢保健所

尾鷲保健所
三重県

（人口 10 万人
　　　あたり）

★メンタルパートナーとは、悩んでいる
方に気づき、声をかけ、話を聞いて、必
要な支援につなげて、見守る人のことで
す。皆様の受講をお待ちしています。

ある
33％

ない
60％

無回答
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自殺を考えたとき
誰かに相談したことがあるか

て
、

い
た
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おしらせおしらせおしらせ

感染症情報（ 7月 22 日～ 8月 11 日分）
紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。
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  9 月 4 日 ( 水 )
　 船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・  
  9 月　9 日 ( 月 )
　 馬瀬多目的集会施設・・・・・
　 河 内 区 民 会 館・・・・・
　 赤 羽 公 民 館・・・・・
　 道 瀬 公 民 館・・・・・     
10月 3 日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・

　9：3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1 ： 1 5

　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0 ： 4 5
　9： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

　9： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0 ： 5 5

手軽でかんたん！手作りおやつ教室

10：00 ～ 12：00
親子でおやつ作り
幼児と保護者

【 時 間 】
【 内 容 】
【 対 象 】

9月17日（火）東長島公民館

☆参加希望の方は 9/11（水）までに本庁福祉保健課　
地域保健係までご連絡ください。（℡46-3122）
☆参加希望の方は 9/11（水）までに本庁福祉保健課　
地域保健係までご連絡ください。（℡46-3122）

歯っぴ～教室

10：00 ～ 11：00
乳幼児の保護者
使用中の歯ブラシ、タオル

【 時 間 】
【 対 象 】
【持 ち 物】

9月19日（木）東長島公民館

☆親子で健康な歯を目指しましょう！
　参加を希望される方は、本庁福祉保健課地域保健
　係までご連絡ください（℡46-3122）

☆親子で健康な歯を目指しましょう！
　参加を希望される方は、本庁福祉保健課地域保健
　係までご連絡ください（℡46-3122）

おやこサークル

9/10,17,24（火曜日）
海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）に
お問い合わせください。

【 日 程 】
【 時 間 】

たんぽぽ

9/4,11,25（水曜日）
保健センター（℡47-4750）

【 日 程 】
【 時 間 】

プチ・キッズ

☆参加者同士で遊んだり、お母さん同士話をしたり
　しています。お気軽にお越しください。
☆参加者同士で遊んだり、お母さん同士話をしたり
　しています。お気軽にお越しください。

※時間は 2 会場とも 10：30 ～ 11：30 です。※時間は 2 会場とも 10：30 ～ 11：30 です。

個別健康相談（高血圧 ・ 糖尿病 ・ 腎機能等）

9月11日（水）海山総合支所
13：30 ～ 15：00
高血圧や糖尿病、腎機能等の生活習慣病で
注意が必要といわれている方、治療中の方等
9/9（月）までに本庁福祉保健課地域保健係へ
お申し込みください。（℡46-3122）

【 時 間 】
【 対 象 】

【申 し 込 み】

9月 9日（月）  老人福祉センター
9月18日（水）東長島公民館

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

赤ちゃん相談

1 歳 6 ヵ月児健康診査

9月12日（木）東長島公民館
9：00 ～ 9：45
H24.1.12~H24.3.12 生まれのお子さん

☆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し
　てください。　　　
　　　　　本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

【 時 間 】
【 対 象 】

ますます元気に！貯筋教室　再募集！！ますます元気に！貯筋教室　再募集！！ますます元気に！貯筋教室　再募集！！
　町では、転倒による骨折や寝たきり等、介護が必要になることを予防し、いつまでも元気ではつらつとした
生活を送っていただくために、「ますます元気に！貯筋教室」を開催します。広報きほく 5月号でも募集をし
ましたが、まだ余裕がありますので、申し込みをされていない方はぜひお申し込みください。皆様のご参加を
お待ちしています！

　町では、転倒による骨折や寝たきり等、介護が必要になることを予防し、いつまでも元気ではつらつとした
生活を送っていただくために、「ますます元気に！貯筋教室」を開催します。広報きほく 5月号でも募集をし
ましたが、まだ余裕がありますので、申し込みをされていない方はぜひお申し込みください。皆様のご参加を
お待ちしています！

60 歳以上で軽い運動に支障がない方
20 名
東長島公民館
9/27、10/4、10/11、10/25、11/8、11/22、11/29、
12/6、12/13、12/20（全 10 回）
13：30 ～ 15：00
運動、体力測定、健康に関する講話等
無料
9/17（火）までに本庁福祉保健課地域保健係まで
ご連絡ください（℡46-3122）

【 対 象 】
【 定 員 】
【 会 場 】
【 日 程 】

【 時 間 】
【 内 容 】
【参 加 費】
【申 し 込 み】
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日時　10 月 24 日（木）・25 日（金）
　　　9：15 ～ 17：00
場所　紀北教育会館1階（海山区）
申込方法　事前に受講申込書の提出が必要です
申込期間　9月 2日 ( 月 ) ～ 20 日 ( 金 ) 8：30 ～ 17：15
　　　　　( 土・日曜日、祝日を除く )
定員　60 名程度※受付順
受講料　無料（テキスト代・事務費 として 2,500 円必要）
申込書の配布及び提出方法
消防本部予防課、海山、紀伊長島、尾鷲の各消防署及び
尾鷲消防署輪内出張所にて配布及び申込書受け付けを行
います。受講申込書は持参してください。
※申込書は三重紀北消防組合消防本部ホームページから
もダウンロードしていただけます。詳しくはお問い合わ
せください。
問い合わせ　
三重紀北消防組合消防本部予防課　℡22-2051

　　

　津地方法務局では、行政サービスの向上を目的として、
市民講座を開催します。ぜひ応募してください。
日時　10 月 6 日（日）13：30 ～ 15：00　
場所　津地方法務局熊野支局 2階共用会議室
定員　15 名（先着順）
応募期限　10 月 4 日（金）※定員になり次第締め切り
講座内容　不動産の相続登記はどうするの？
問い合わせ
津地方法務局熊野支局　℡0597-85-2310

　津地方法務局では、行政サービスの向上を目的として、
法務局休日相談所を開設します。ぜひお気軽にご利用く
ださい。
日時　10 月 6 日（日）10：00 ～ 16：00　
場所　津地方法務局熊野支局
相談内容　登記、戸籍・国籍、供託、人権など
※予約の必要はありません。秘密は厳守します。
問い合わせ
津地方法務局熊野支局　℡0597-85-2310
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市民講座を開催します。ぜひ応募してください。
日時　10 月 6 日（日）13：30 ～ 15：00　
場所　津地方法務局熊野支局 2階共用会議室
定員　15 名（先着順）
応募期限　10 月 4 日（金）※定員になり次第締め切り
講座内容　不動産の相続登記はどうするの？
問い合わせ
津地方法務局熊野支局　℡0597-85-2310

　津地方法務局では、行政サービスの向上を目的として、
法務局休日相談所を開設します。ぜひお気軽にご利用く
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津地方法務局熊野支局　℡0597-85-2310

 

　弁護士による無料法律相談を次のとおり
開催します。土地・相続問題などについて
のご相談をお受けします。
※秘密は厳守します。お気軽にご相談くだ
さい。

※各会場定員 10 名です。相談を希望される
方は前日までに本庁住民課住民係まで予約
のご連絡をお願いします。
※当事者間に係争がある場合、公平性を保
つため、双方からのご相談は受けかねます
ので、ご了承ください。
【問い合わせ】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

　

日時：9 月 9 日（月）13：00 ～ 16：00
場所：老人福祉センター
※詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　
海山消防署　℡32-0004

日時　9月 21 日（土）10：00 ～ 16：00
場所　三重県司法書士会館 3階（津市）
相談内容　老後の心配ごとや財産管理、生
　　　　　活支援などに関しての成年後見
　　　　　制度についての相談。クレジッ
　　　　　ト・サラ金問題の相談も可能で
　　　　　す。
相談方法　面談（予約不要）及び電話相談
　　　　　（℡059-246-6571※当日のみ）
問い合わせ　
三重県司法書士会　℡059-224-5171

無料成年後見相談会

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

日程 時間 場所

9月   13    日（金）
13：30
～16：00

老人福祉センター
（海山区）

社会福祉会館
（紀伊長島区）

13：30
～16：00

9月24日（火）

「なっとく！法務局」
市民講座受講者募集

甲種防火管理講習を開催します

「全国一斉！法務局休日相談所」開設



 

　　
　紀北国際交流協会の外国語を学ぶ事業として、
海山区と紀伊長島区で英会話教室を開催します。
    ALT の先生が教える初心者コースですので、少
しでも英語に興味のある方はこの機会に始めてみ
ませんか。
海山区（9月～ 2月の 6ヵ月コース）計 6回
場　所　海山公民館研修室
開催日　毎月第 2水曜日（月１回）
時　間　19：30 ～ 21：00
講　師　ALT　ジョンソン先生　　　　　　　
受講料　1回 500 円
紀伊長島区（9月～ 11 月の 3ヵ月コース）計 6回
場　所　東長島公民館図書室
開催日　毎月第 2、第 4木曜日（月 2回）
時　間　19：30 ～ 21：00
講　師　ALT　リチャード先生
受講料　1回 500 円
※受講希望の方は、海山区 9月 11 日、紀伊長島区
9月12日の第1回目の受講日に参加してください。
問い合わせ
海山区　山脇さん　　℡090-4790-8968　　
紀伊長島区　東さん　℡090-8734-6224

　
　「フィリピンの家庭料理にチャレンジ♪
　　　～フィリピン料理で残暑を乗り切ろう！～」
　紀北国際交流協会の国際相互理解を進める事業
の一つとして、世界の料理教室を開催します。今
回は町内在住でフィリピン出身のピーナさんが教
える「フィリピンの家庭料理」です。お気軽にご
参加ください。
日　時　9月 8日（日）18：45 ～ 21：00
場　所　東長島公民館調理室
定　員　15 名
参加費　500 円 ( 材料代 )※会員・外国人は 200 円
持ち物　エプロン、三角巾
申込期限　9月 5日（木）※ただし、定員になり次
　　　　　第締め切ります。
問い合わせ・申し込み　
紀北国際交流協会事務局（本庁企画課内）
℡46-3113

おしらせおしらせ

     強化週間　9 月 9日（月）～ 15日（日）
　高齢者や障がい者をめぐる、さまざまな人権問
題の相談を受け付ける専用電話相談窓口を開設し
ます。
高齢者・障害者の人権あんしん相談　
℡0570-003-110（全国統一番号）
受付時間　月～金曜日　  8：30 ～ 19：00
　　　　　土・日曜日　10：00 ～ 17：00
問い合わせ　
津地方法務局人権擁護課　℡059-228-4193

　

　9月は、「野生鳥獣による農林水産物への被害に
ついて考える月間」です。それに伴い、「野生獣に
よる農林産物への被害について考えるフォーラム」
を開催します。（事前申し込み不要）
日時　9月 16 日（月・祝）13：00 ～ 17：00
　　　　　17 日（火）9：00 ～ 16：00
場所　安土桃山文化村（伊勢市）
問い合わせ
三重県農林水産部獣害対策課　℡059-224-2017

　台風シーズンになりました
　PRのぼり旗や看板、ビニールなどが電線にひっ
かかり、停電につながることがあります。台風シー
ズンに備えて点検をお願いします。
また、切れた電線はたいへん危険です。見つけた
時は絶対にさわらず、中部電力にご連絡ください。
問い合わせ
中部電力 ( 株 ) 尾鷲営業所　
℡0120-985-321　

     強化週間　9 月 9日（月）～ 15日（日）
　高齢者や障がい者をめぐる、さまざまな人権問
題の相談を受け付ける専用電話相談窓口を開設し
ます。
高齢者・障害者の人権あんしん相談　
℡0570-003-110（全国統一番号）
受付時間　月～金曜日　  8：30 ～ 19：00
　　　　　土・日曜日　10：00 ～ 17：00
問い合わせ　
津地方法務局人権擁護課　℡059-228-4193

　

　9月は、「野生鳥獣による農林水産物への被害に
ついて考える月間」です。それに伴い、「野生獣に
よる農林産物への被害について考えるフォーラム」
を開催します。（事前申し込み不要）
日時　9月 16 日（月・祝）13：00 ～ 17：00
　　　　　17 日（火）9：00 ～ 16：00
場所　安土桃山文化村（伊勢市）
問い合わせ
三重県農林水産部獣害対策課　℡059-224-2017

　台風シーズンになりました
　PRのぼり旗や看板、ビニールなどが電線にひっ
かかり、停電につながることがあります。台風シー
ズンに備えて点検をお願いします。
また、切れた電線はたいへん危険です。見つけた
時は絶対にさわらず、中部電力にご連絡ください。
問い合わせ
中部電力 ( 株 ) 尾鷲営業所　
℡0120-985-321　
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9月号　 9月号　 

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間

中部電力からのお知らせ

野生獣による被害について
考えてみませんか？

英会話教室受講者募集

世界の料理教室参加者募集
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甲子園出場おめでとう！甲子園出場おめでとう！

夏の甲子園に紀北町出身の生徒 2名が出場しました夏の甲子園に紀北町出身の生徒 2名が出場しました
　

　8 月 8 日（木）から兵庫県の阪神甲子園球場で開催された、「第

95 回全国高校野球選手権大会（夏の甲子園）」に、町出身で三重

高等学校野球部所属の世古錬さん（2 年生・潮南中卒・写真右）

と山口竜平さん（3年生・紀北中卒）が出場しました。 

　世古さんは大会前に町長を表敬訪問し、「甲子園出場は子どもの

時からの夢でした。憧れの甲子園で思い切りプレーして、最初の

打席でヒットを打ちたいです。」と抱負を語り、町長から激励を受

けました。

　試合結果は、春の選抜大会準優勝で、大会屈指の好投手を擁す

る愛媛県代表済美高校と 2 回戦で対戦し、優勝候補を大いに苦し

める試合をしましたが、9対 7で惜しくも敗れました。

　

　8 月 8 日（木）から兵庫県の阪神甲子園球場で開催された、「第

95 回全国高校野球選手権大会（夏の甲子園）」に、町出身で三重

高等学校野球部所属の世古錬さん（2 年生・潮南中卒・写真右）

と山口竜平さん（3年生・紀北中卒）が出場しました。 

　世古さんは大会前に町長を表敬訪問し、「甲子園出場は子どもの

時からの夢でした。憧れの甲子園で思い切りプレーして、最初の

打席でヒットを打ちたいです。」と抱負を語り、町長から激励を受

けました。

　試合結果は、春の選抜大会準優勝で、大会屈指の好投手を擁す

る愛媛県代表済美高校と 2 回戦で対戦し、優勝候補を大いに苦し

める試合をしましたが、9対 7で惜しくも敗れました。

　

  　

満１歳

笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載
希望の方は、誕生月の前月の 10 日ま
でに本庁企画課広報係までお申し込
みください。

　大谷　心夢ちゃん
平成 24 年 9 月 4 日

お兄ちゃんが大好きな心夢ちゃんです。
いっぱい食べて大きくなってね。

み ゆ 土山　健翔くん
平成 24 年 9 月 13 日

お姉ちゃん、おじいちゃん、あばあちゃんが

好きで、いつも笑顔な けんちゃん。

すくすく育ってね。

け ん と

＜相賀＞宰・さゆりさん

＜島原＞政伸・理恵さん

　増井　香琳ちゃん　

      香音ちゃん
平成 24 年 9 月 20 日

お姉ちゃんが大好きで、
お姉ちゃんを見るだけでニコニコ
離乳食もいっぱい食べて 2人共
元気いっぱい！！

か り ん

か の ん

＜東長島＞健・由香さん
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